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伊
勢
物
語
古
注
釈
と
世
阿
弥
自
筆
能
本
『
雲
林
院
』
の
後
場
を
め
ぐ
っ
て

． ． ． ｜

二
条
后
像
の
造
形

飯
　
塚
　

恵
理
人

『
雲
林
院
』
に
は
応
永
三
三
年
の
奥
書
を
持
つ
世
阿
弥
自
筆
能
本
が
現
存
す
る
。
こ
の
自
筆
能
本
『
雲
林
院
』
（
以
下
自
筆
能
本
の
形

を
「
古
作
『
雲
林
院
』
」
と
呼
ぶ
。
本
文
及
び
小
段
分
類
は
、
『
謡
曲
集
　
上
』
に
よ
る
。）
の
前
場
の
構
成
は
現
行
曲
と
ほ
ぼ
同
じ
形
で

あ
る
が
、
後
場
は
全
く
異
な
る
。
現
行
曲
で
は
後
ジ
テ
は
業
平
で
あ
り
、
そ
れ
が
懐
旧
の
思
い
を
持
っ
て
夜
遊
の
曲
を
舞
う
の
が
見
せ
場

と
な
っ
て
い
る
。
古
作
で
は
基
経
（
後
ジ
テ
）
と
二
条
后
（
ツ
レ
）
が
登
場
し
、
業
平
が
二
条
后
を
つ
れ
て
春
日
野
の
武
蔵
塚
に
逃
げ
た

際
、
基
経
が
后
を
取
り
返
し
た
事
を
再
現
し
て
見
せ
る
。
表
章
氏
は
、

伊
勢
物
語
の
秘
伝
を
視
聴
覚
的
に
説
明
し
よ
う
と
い
う
能
で
あ
る
。
前
場
の
花
の
争
い
も
風
情
は
あ
る
が
、
主
題
的
に
は
後
場
に
重

点
が
あ
る
。
二
条
の
后
を
鬼
一
口
に
食
っ
た
鬼
は
、
実
は
兄
の
基
経
で
あ
る
と
い
う
俗
解
に
基
づ
い
て
、
そ
の
基
経
の
兄
弟
愛
的
執

着
を
、
一
般
の
男
女
愛
に
近
く
と
り
な
し
て
い
る
の
が
特
異
で
あ
る
。



-

と
古
作
『
雲
林
院
』
が
伊
勢
物
語
の
秘
伝
、
す
な
わ
ち
「
和
歌
知
顕
集
」
等
の
古
注
釈
に
典
拠
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
さ

5
8
　ら

に
伊
藤
正
義

氏
は
、
古
作

『
雲
林
院
』

が
引

用
し
た
古

注
釈
を
吟

味
さ
れ
、

-

「
雲
林
院
」
の
場
合
も
ま
た
、
伊
勢
物
語
本
文
そ
の
も
の
の
点
綴
な
の
で
は
な
く
、
中
世
の
伊
勢
物
語
註
に
み
ら
れ
る
如
き
理
解
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
云
え
る
。
具
体
的
に
云
え
ば
、
そ
れ
は
伊
勢
物
語
に
あ
ら
わ
れ
た
業
平
と
二
条
后
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
集
約

で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
よ
ハ
段
、
コ

ー段
、
六
五
段
、
二

三
一
段
を
年
次
的
に
順
を
追
っ
て
物
語
る
、
い
わ
ば
二
条
后
物
語
を
あ
ら
わ

す
の
で
あ
る
。

と
後
場
が
「
六
段
、
一
二
段
、
六
五
段
、
コ

三
一
段
」
を
貫
い
た
「
二
条
后
物
語
」
と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

ま
た
、
表
氏
は
、
こ
の
古
作
『
雲
林
院
』
の
成
立
に
つ
い
て

底
本
は
現
在
上
演
さ
れ
る
形
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
古
い
形
だ
が
、
こ
れ
さ
え
す
で
に
改
作
か
と
い
う
疑
い
も
あ
る
。
前
ジ
テ
は
業

平
の
化
身
と
見
え
る
の
に
、
後
場
に
は
姿
を
見
せ
な
い
こ
と
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。

と
、
自
筆
能
本
の
「
雲
林
院
」
の
詞
章
が
、
そ
れ
以
前
の
詞
章
と
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
は
『
申
楽
談
儀
』
の
記
事
を
加
え
て
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
申
楽
談
儀
』
の
「
田
舎
の
風
体
」
に
、
観

阿
弥
と
同
時
代
の
金
剛
座
の
統
率
者
か
と
言
わ
れ
る
金
剛
の
芸
の
説
明
と
し
て
、

金
剛
は
、
何
を
も
せ
し
者
也
。
尉
の
か
ゝ
り
也
。
論
義
そ
ゞ
ろ
と
謡
ひ
し
所
也
。
雲
林
院
の
能
に
、「
基
経
の
常
な
き
姿
に
業
平
の
」

と
て
、
松
明
振
り
上
げ
、
き
と
い
な
り
し
様
、
南
大
門
に
も
う
て
ざ
り
し
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈

と
ご『
雲
林
院
』
を
演
じ
た
記
事
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
記
事
に
見
え
る
「
基
経
の
常
な
き
姿
に
業
平
の
」
の
詞
章
は
、
自
筆
能
本
の
後

場
の
9
サ
シ
・
一
セ
イ
に
同
じ
詞
章
が
あ
る
。
ま
た
、
自
筆
能
本
の
1
0毎
に
は
「
松
明
振
り
立
て
て
、
塚
の
奥
に
入
り
て
見
れ
ば
、
さ
れ

ば
こ
そ
案
の
ご
と
く
、
后
は
こ
こ
に
ま
し
ま
し
け
る
ぞ
や
」
と
、
基
経
が
松
明
を
持
っ
て
二
条
后
を
さ
が
す
詞
章
が
あ
る
。
基
経
に
扮
し
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た
金
剛

が
松
明
を

持
っ
て
現

れ
る
の
は
、
金
剛

が
演
じ

た

『
雲
林
院
』

の
詞
章

が
こ

の
自
筆
能
本

の
詞
章
と
同

一
で
あ
っ

た
と
し
て
充
分

あ
り
え

る
演
出
で

あ
る
。
表
氏

の
言
わ
れ

る
通
り
、
前

ジ
テ
は
「
昔
男
」

と
名
乗
っ
て

中
人
す

る
の
だ
か
ら
業
平

と
考
え

る
の
が
自
然
で

あ
り

、
そ
の
業
平

が
後
場

に
登
場
せ

ず
、
基
経

が
後
ジ
テ
に

な
る
の
は

や
や
不

自
然
で
あ

る
。
し
か
し

、
『
申
楽
談
儀
』
の
記
事
に

よ
れ
ば
、

観
阿

弥
時
代

忙
す
で

に
後

ジ
テ

は
基
経
で
、
そ
れ

が
二

条
后
を

さ
が
す
と

い
う

後
場
の
基
本

的
な
構
成

は
存
在
し
て

い
た
と
考
え

ら
れ
る

。

改
作

が
行

わ
れ
て

い
る
可
能
性

は
あ
ゐ
も
の

の
、
後
場

の
構
成
す

べ
て
を

世
阿
弥
に
よ

る
も
の
と

は
考
え

難

い
。

古

作

『
雲
林

院
』

は
、
二
段

、
六
段
、
九
段
、

コ

ー段

、
六
五
段

、

コ

ー三

段

の
六
章
段
を
引
用

し
て

い
る
。
古

作

『
雲
林
院
』
は
、

二

条
后

が
「
夢
中

に
伊
勢

物
語

の
、
そ
の
品

々
を
見

せ
」
（
7

掛

ケ
合
）

る
場
で
、
こ

れ
ら

の
六
章
段

を
引
用
し

て

い
る
の
で
あ

る
。

し

か
し
な

が
ら
、
伊
勢
物
語

本
文
で
二
条

后
・
も
し

く
は
明
ら
か
に
二

条
后
と

考
え

ら
れ

る
女

性
が
登
場

す
る
章
段

は
、
三

・
四

・
五

・

六
・
六
五

・
七
六
・
九
五
段

の
七
章
段
で

あ

る
。
伊

勢
物
語
本
文

に
二

条
后

の
こ

と
と

さ
れ
て
い

る
章
段

と
、
古
作

『
雲
林
院
』

が

二

条
后
の
こ

と
と
す
る
章
段

が
共
通
す

る
の
は
、
六
段

と
六
五
段

の
わ
ず
か
二
章

段
の
み
で

あ
る
。
そ
し

て
章
段

ご
と
に
注
釈
を

加
え

て

い
る
伊

勢
物
語
の
古
注
釈

に
お

い
て
二

条
后
の
こ

と
と
記
さ

れ
る
章
段
は
、

「
和
歌

知
顕
集

（
書
陵
部
本
）

巻
ニ

ー
五
」
〈
五
六
〉
三

・
四
・
五

・
六
・

一
二

・
二

九
・
六

五
・
九
六

（
八
章
段
）
〔
以
下

「
知
顕

集

（
書
）
」
〕

「
和
歌
知
顕
集
（
書
陵
部
本
）
巻
広
人
三
五
〉
五
・
六
・
九
・
一
二
・
一
三
・
二
九
・
三
五
・
三
六
・
五
五
・
I
八
五

・
七
六

・
八

六
・
九
二

・
九
五
・
九

六
・
一
〇
〇

（
一
六
章
段
）
〔
以
下

．
「
知
顕

集
（
書
言

ヒ

「
和

歌
知
顕

集
（
島
原
文

庫
本
　

巻

中
・
下
）
」
〈
五
五
〉
三

・
四
・
五

・
六
・
二
九

・
四

五
・
六

五
・
九
六
（
八
章
段
）
〔
以
下
「
知

顕
集

（
島
）
」
〕

「
冷

泉
家

流
伊

勢
物

語
抄
」
〈
○
〉
二

・
三

・
四

・
五
・

六
・
七

八
・

九
・
一
二

∴

四

・

一
五
・
二

六
・
二

七
・
二

九
・
三

一

¶ | ふ ・ l j ・ ・ ・ . ㎜ ・ r ・ ・ ・
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・
三
五
・
四
七
・
五
三
・
五
五
・
五
六
・
五
七
・
五
九
・
六
四
・
六
五
・
七
三
・
七
四
・
七
六
・
八
九
・
九
二
・
九
一
万

九
六
・
一

○
五
「

一

一
〇
・
一
一

五
・
一

ヱ

ハ

一

一

「
定
家

流
伊
勢

物
語
註
」
〈
四
〉

二

・
六

八
・
一
一
九
・
一
二
三
（
三
八
章
段
）
　〔
以
下
「
冷
泉
抄
」〕

八
・
九
・
二
六
・
二
七
・
二
九
・
三
〇
・
三
五
・
四
七
・
五
三
・
五
五
・
五
六
・
五
九

・
六
四

・
六
五
・
七
三

・
九
二

・
九
三
・
九
五

・
九
六

・
一
〇
五
・
一

一
〇
・
一
一

五
・
一
二
三

・
一
二
五
（
二

六
章
段
）〔
以
下
「
定

家
流
」
〕

「
彰
考
館
本
伊
勢
物
語
抄
」〈
七
六
〉
九
二
・
九
三
・
九
九
・
一
〇
〇
・
一
〇
六
・
一
一
〇
・
一
一
一
・
二

二
・
一
一
三

∴

一

九
・
一
二
二

・
一
二
四

・
二

二
五

二

三
章
段
）
〔
以
下

「
彰
考
ヒ

と
な
り

、
（
「
或

説
」
「

異
本
に
」

と

い
う

形
で
二

条
后

が
挙

げ
ら
れ
て

い
る
章
段

、
そ
の
女

性
の
人

間
関
係

か
ら
明

ら
か
に
二

条
后
を

さ

す
と
考
え

ら
れ
る
章
段

を
含
む

。
〈
　
〉
内

は
注
釈
を
欠

く
段
の
総
数

。
な
お
、
「
知
顕
集
」

は

（
書
）

を
代
表
と

し
て
引
用
し

、
必
要

に

応
じ
て

（
書
）
　（
島
）

を
用

い
る
。
「
知
顕
集
」

全

般
の
特
徴

を
述

べ
る
場

合
に
は

「
知
顕
集
」

と
の

み
記
し
、

諸
本
名

は
記
さ

な
い
。
）

伊
勢
物
語
本
文

に
二
条
后

と
さ

れ
る
七
章
段
を
は

る
か
に
越
え

た
数
の
章
段

が
、
二
条
后

の
こ
と
と

さ
れ
て

い
る
の
で
あ

る
。
古
作

『
雲

林
院
』

の
後
場
は
、
伊

勢
物
語
本
文

で
二

条
后
と

さ
れ

る
章
段

全
て
、
古

注
釈
の
ど

れ
か
に
お

い
て
二

条
后
と

さ
れ
る
章
段

全
て
の
語

句

を
用

い
る
の
で
は
な
く

、
そ
こ

か
ら
素
材
を
選

択
し
て
用

い
た
と
言
え
そ
う

で
あ

る
。

本
稿

は
、
ま
ず
古
作

『
雲
林

院
』

の
後
場
に
引
用

さ

れ
た
伊

勢
物
語

の
章
段
の
古
注
釈

を
吟
味

す
る
。
つ

い
で
、
古
作

『
雲
林
院
』

に

引
用

さ
れ
な
か
っ
た
章

段
に
つ

い
て

古
注
釈
を
吟

味
す

る
。
そ
こ

か
ら

、
古

作

『
雲
林

院
』

の
後
場

と
伊
勢

物
語
本
文
・
古

注
釈
の
二

条

后
像
と

の
相
違
点
を
明

ら
か
に
し

、
古
作

『
雲

林
院
』

に

お
け
る
二

条
后
像
の
造
形

に
つ
い
て

考
え

、
さ
ら

に
他
の
世
阿

弥
作
品
へ

の
古

作

『
1　
林
院
』

の
影

響
に
つ

い
て

考
察
し
た

い
。
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古
作

『
雲
林

院
』

の

後
場
に

お
い
て

、
伊
勢

物
語
本
文

・
古
注

釈
の
詞
章

を
引
用

す
る
部

分
は
以
下

の
通
り
で

あ

る
。
（
＊

は
伊
勢
物

語
の
本
文

に
は
な
く

、
古

注
釈
に

の
み
用

い
ら

れ
て

い

る
語
）

＊
8

ク
リ
「
そ

も
そ
も
こ

の
物

語
り
は
、

い
か
な

る
人

の
な
に

ご
と
に

よ
っ
て
、
思

ひ
の
露
を
添

へ
け

る
ぞ
と
、
言
ひ
け

ん
こ
と

も

理

か
な
。
」
、谷

知
顕
集
」

の
文
に
よ

る
。

8
サ
シ
「
ま

づ
は
武
蔵
野
と

詠
じ
、
ま
た

は
春
日
野

の
草

葉
の
色
も
若

緑
、
色
を
変

へ
花
を
摘
み
て

、
そ
の
品

々
も

い
か

な
ら
ん
、
」
、

一
二

段
の
「
武

蔵
野
は
今
日

は
な
焼
き

そ
」
の
歌
は
春

日
野
で
詠
ま

れ
、
業
平
は
武

蔵
野
へ
行

っ
て
い
な

い
と

す
る
説

が
「
知
顕
集
」

「

冷
泉
抄
」
「
定
家

流
」

に
載

る
。

＊
8

サ
シ
「
げ
に

げ
に
伊

勢

や
日
向

の
こ

と
は

、
た
れ

か
は
定

め
あ
り

ぬ
べ
き
。
」
、
「
伊

勢
や
日
向

の
こ
と
」

は
、
伊

勢
物
語

の
名

の
由
来
の
説
明

と
し
て
「
知

顕
集
」
「
冷
泉
抄
」
「
定
家

流
」
に
載

る
。

＊
8

（
下

ゲ
1　
）
「

武
蔵
塚
と
申

す
は
、

げ
に

春
日
野
の
う
ち

な
れ

や
」
、
「
武
蔵
塚
」

は
「
冷
泉
抄
」
「
定
家
流
」
　一
二

段
に
み
え

る

塚
。

8
上
ノ
詠

「
武
蔵
野
は

、
け
ふ
は
な
焼

き
そ
若
草

の
、
夫
も
寵

れ
り

、
わ

れ
も
龍

も
れ
り

。」
、

コ

ー段

の
女
の
和
歌

。

9
サ

シ
「
武
蔵
野
は
け

ふ
は
な
焼
き
そ
」
、

コ

ー段
。

9
サ

シ
「

鬼
ひ
と
口

の
姿

を
見
せ
ん
と
」
、

六
段
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＼

9
下

ノ
詠

「
白
玉

か
、
何

ぞ
と
問
ひ
し

い
に
し

へ
を
」
、

六
段
。

S - k - r ・ - - - - - - - ●
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1
0掛

ケ

合

、
「

海

人

の
刈

る

藻

に

住

む

虫

の

わ

れ

か

ら

と

」
、

六

五

段

。

＊
1
0
掛

ケ

合

、
「

昔

も

龍

も

り

し

武

蔵

塚

の

」
、

コ

ー段

「

冷

泉

抄

」
「

定

家

流
」
。

1
0掛

ケ

合

、
「

げ

に

ま

こ

と

名

に

立

ち

し

、

ま

め

男

と

は

ま

こ

と

な

り

け

り

」
、

二

段

。

一
1
　
1
1
　
1

　　ロ

ン

ギ

「
年

を

経

て

、

住

み

来

し

里

を

出

で

て

往

な

ば

、

住

み

来

し

里

を

出

で

て

往

な

ば

、

い

と

ど

深

草

、

野

と

や

な

り

な

ん
」
、

コ

三
一
段

。

い
1
1
ロ

ン

ギ

「

野

と

な

ら

ば
笥

と

な

り

て

泣

き

居

ら

ん

、

勃

と

な

り

て

泣

き

居

ら

ん

、

仮

だ

に

や

は

君

が

来

ざ

ら

ん

と

」
、

て
二

三

段

。

1
1
1
　
1
-
{

ロ

ン

ギ

「

げ

に

心

か

ら

唐

衣

、

着

つ

つ

馴

れ

に

し

妻

し

あ

れ

ば

、

遥

々

来

ぬ

る

恋

路

の
坂

行

く

は

、

苦

し

や

宇

津

の

山

、

現

か

夢

か

行

き

行

き

て

、

隅

田

川

原

の

都

鳥

、

い

ざ

言

問

は

ん
」
、

九

段

。

＊
1
1
1
　
1
E

ロ

ン

ギ

「

夫

も

龍

り

し

、

こ

の

武

蔵

塚

よ

り

も
」
、

コ

ー段

「
冷

泉

抄

」
「

定

家

流

」
。

『
雲

林

院
』

に

引

用

さ

れ

る

伊

勢

物

語

の

本

文

・
古

注

釈

は

前

記

の

通

り

六

章

段

と

な

る

。

そ

こ

で

こ

の

六

章

段

に

つ

い

て

、

各

古

注

釈

を

吟

味

す

る

。

ま

た

古

注

釈

に

し

か

現

れ

な

い

引

用

文

の

う

ち

、
「
武

蔵
塚

」

に

つ

い

て

は

六

段

に

お

い
て

そ

の

段

の
他

の

引

用

文

と

共

に

吟

味

す

る

こ

と

と

し

、
8

ク

リ

の

「

そ

も

そ

も

こ

の

物

語

は
」

の

一

文

ど

、
「

伊

勢

や

日

向

の
こ

と

」

に

つ

い

て

は
段

ご
と

の

吟

味

に

続

け

て

吟

味

す

る

。

二

段

は

、

男

が
西

の

京

の

女

性

の
所

へ

通

い

、
帰

宅

後

に

和

歌

を

送

る
内

容

で

あ

る

。
こ

の

女

性

を

二

条

后

と

す

る

の

は

「

冷

泉

抄

」

「
定

家

流

」

で

あ

る
。
「
知

顕

集

（
書

・

書

六

・
島

）
」

は

染

殿

后

と

す

器

。
1
0
掛

ケ

合

の

「

ま

め

男

」

が

こ

の
二

段

の

引

用

で

あ

る

。
「
知

顕

集

（
書

）
」

は

「

ま

め

男

」

の

意

を

、
「
ま

め

お

と

こ

に

べ
ち

の

ぎ

な

し

。
ま

男

を

ま

め

男

と

申

せ

ば

、
業

平

を

い

ひ

け

る

に

こ

そ

」

と

、

「
間

男

」

と

す

る

。
「

冷

泉

抄

」

も

「

ま

め

男

と

は

、

ま

を

と

こ

な

り

。
」

と

「
間

男

」

の

意

と

す

る

。
「

定

家

流

」

は

「

此

家

ニ

ハ

密

男

卜
云

ヘ

シ
」

と

、
「

密

男

」

と

す

る

。
「
1　
男

」

は

「

間

男

」

と

同

じ

意

味

と

考

え

て

よ

い

。
「

知

顕

集

」
「
冷

泉

抄

」
「

定

家

流
」

の

解

釈
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は
「
ま
め
男
」

は
「
間
男
」

で
あ
り

、
こ

れ

仁
よ

れ
ば
1
0掛

ケ
合

の
「
げ
に
ま
こ

と
名
に
立

ち
し
、
ま

め
男
と
は
ま
こ

と
な
り
け
り

」

は
、
「

全
く
本
当
に

有
名
で
あ
っ
た

、
（
業
平

が
）
間
男

で
あ
る
と

い
う

の
は
事
実

で
あ
っ
た

の
だ
な
」
と

解
す
る
こ
と

に
な
る

。

六
段
は
、
男

が
「
え

得
ま

じ
か
り
け

る
」

女
性
を

盗
ん
で
芥
川
を

越
え

て
逃

げ
る
が
、
女

性
は
「
鬼

一
口
」
に
食

べ
ら
れ
て
し
ま
う

。

そ
の
女
性
は
二

条
后
で
、
「
鬼
一

口
」

と
は
、
実

は
二

条
后

の
兄
が
、
后
を
取

り
返
し

た
こ

と
を
言
う

の
だ
と

い
う

内
容
で

あ
る
。
「
知
顕

集

（
書
）
」

は
「
こ

の
男
・
女
は

、
な
を
さ
き

の
人
々
也

。
」
と
す

る
。
（
書
）

は
五
段

の
人
物
を

「
男
は
、
な
を
業

平
、
女

も
二

条
后
也
」

と
す
る
の
で

、
こ

の
六
段

の
女

性
も
二

条
后
と
し
て

い
る
と
言
え

る
。
（
書
六
）
　（
島
）
「
冷
泉
抄
」
「
定
家

流
」
は

い
ず
れ
も
二
条

后
の
こ

と
と
す

る
。
古

作

『
雲
林

院
』

の
六
段

の
引
用
文

は
9

サ
シ

の
「
鬼
ひ
と
口

の
姿
を
見
せ

ん
と
」
の
「

鬼
一
口
」
と
9

下
ノ
詠

の
「
白
玉

か
、
何

ぞ
と

問
ひ
し

い
に

し
ぺ
を
」
と

い
う
男

の
和

歌
の
一
部
で

あ
る

。
「
鬼
一
口
」

に
つ

い
て

、
「
知

顕
集

（
書
）
」

は
、
「
お

に
と
、
か

き
な
す
ほ

ど
に
て
は

、
く
ひ
て
け
り

と
い
ふ
こ
そ

、
も
の

が
た
り

の
た
ま
し

ゐ
も

い
で
き

、
あ
は

れ
も
ま
さ
り

げ
に
も
侍
れ
」
と

物
語
効

果
の
面

か
ら

述

べ
る
。
「

冷
泉
抄
ト

は
「
鬼

一
口

の
事

、
官

庁
に
て
列
見

祭
内
裏

上
祭
昔

於
此
之
哉
」

と
一

つ
の
儀
式

の
よ
う

に
と
ら
え

て

い
る
。
そ
し
て
「
取

か
へ
す
を

鬼
と
い
ふ
事

、
心

も
な
き
義

也
。
后

の
心

の
な
げ
き
を

知
ず
と
云
也

」
と
、
二

条
后

が
業
平

を
慕
っ
て

い
た
と

す
る
。
「
白
玉

か
」

の
歌
に
つ

い
て
は

、
「
知
顕
集

（
書
・
島
）
」

に
は
言
及

が
な

い
。
「
冷

泉
抄

」

拡
は
「
白
玉

か
何

ぞ
と
は
、
后

を
取

返
さ

れ
て
業
平

ば
う

ぜ
ん
と
し

た

る
心

な
り
」

と
あ

る
。
「
知

顕
集

（
書
・
島
）
」
「
冷
泉
抄
」

と
も

に
、
六
段
で

は
業
平

が
二
条
后

を

つ
れ
て
逃

げ
た

の
が
宮
中

の
「
鬼
の
間
」
で

あ
る
こ
と

が
多

く
記
述

さ
れ
、
こ

れ
が
大
事
と

さ
れ
て

い
る
。

ま

た
、
古
作

『
雲
林
院
』
で

は
、
8

サ

シ
か
ら
1
0掛

ケ
合
に
か
け
て

、
い
ず
れ

も
業
平

が
二

条
后
を
盗

ん
だ
話
と
解

さ
れ
る
六
段

・
一

二
段

・
六
五
段

の
語
句

が
段

ご
と
の
順
序
を

定
め
ず
に

連
続
し
て
引
用

さ
れ
、
こ

の
三

章
段

が
ひ

と
つ
の
出

来
事
を
書

い
て
い
る
よ
う

に

見
え

る
。
こ

の
二

条
后
を

盗
む
こ

と
に

つ
い
て
。、
「
知

顕
集

（
書
）
」

は
、
「
こ

の
人

を
ぬ
す
む

事
、
こ

れ
に
は
じ

め
ず

。
た

び
く

ぬ
す

み

た
り
き

。
」
と

何
回

も
盗

ん
だ
と
し

、
同
じ

時
の
こ

と
と
は
し

て

い
な

い
。
一
二

段
の
こ
と

は
、
同
記

事

の
「
又

あ

る
時
に
は

、
み
や
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こ
を
と
を

く
は
な

れ
て

、
か
す
か

の
ヽ
し
げ
き
中

に
か
く
し

た
り
し
も
、

た
づ
ね
と
ら

れ
な
ど
し
て

、
」
と

あ
る
も

の
が
想
定

さ
れ
る
が
、

こ
の

ロ

ー段
の
事
件

の
の
ち

、「

お
ほ
か
た
あ

め
の
し
た
は

、
い
づ
く
も
か
く

れ
な
く
ぉ

ぼ
え

け
れ
ば
、
中
く

内

裏
の
う
ち

の
宝
蔵
な
に

ゝ

う
れ

。
と

の
ほ
ど
に

ゐ
て
、
か
く
し

た
ら
ん
を

ば
、
思

ひ
も
よ
ら

ぬ
事
に
て
、
し

ば
し
は
し

ら
れ
ぬ
こ
と

も
あ
り
な

ん
も
の
を
と

思
ひ
て
、

内
裏
の
う

ち
へ

ゐ
て
ゅ

き
け

る
な

る

べ
し
。
」

と
、
「
鬼
の
間
」

に
連
れ
て

逃
げ
た
と
す

る
。
「

知
顕
集

（
書
）
」

は
六
段
の
事
件

を
一
二
段

の
事
件

の
後
の
出
来
事

と
し
て

い
る
と
言
え

る
。

九
段

は
、
男

が
東
国

へ
「
す
む

べ
き
国
」
を
求

め
て
下

る
と

い
う
内
容
で

あ
る

。
「
知
顕
集

（
書
I
ハ
）
」
は

「
文
こ
と

づ
く

る
女
　

二

条

の
后
也
」

と
、
業
平

が
山
路
で
出
会

っ
た
修
行

者
に
こ
と

づ
け
た
手
紙

の
宛
先
を
二
条

后
と
す

る
。
（
島
）

は
こ

の
章
段

を
欠
く

。
「
冷

泉

抄
」
「
定
家

流
十

も
二
条
后

を
恋
う
と
す

る
記
事
を
持

つ
。
古
作

『
雲
林
院
』

が
こ

の
段
を
引
用

す

る
の
は
、
「
げ
に
心
か

ら
唐
衣
、
着

つ

つ
馴

れ
に
し
妻
し

あ
れ
ば
、
遥

々
来
ぬ
る
恋

路
の
坂
行
く

は
、
苦
し

や
宇

津
の
山
、
現

か
夢
か
行

き
行
き
て

、
隅
田
川
原

の
都
鳥
、

い
ざ

言
問

は
ん
」〈

と

い
う

部
分
で

あ

る
が
、
「

冷
泉
抄
」

は
こ

の
「
唐
衣
」

の
歌

の
「
杜
若
」

を
「

か
き
つ

ば
た
と

い
ふ

は
、
人

の
か
た
み

に

い
ふ

物
也

。
さ
れ
ば
二
条

の
后
の
御
事

を
御
方
見
と

い
は
ん
為
に

、
か
き
つ

ば
だ

と
云
う
也

。
」
と
二

条
后

の
形

見
と

い
う

。
そ
し
て
「
宇

津

の
山
」
を
「
う

つ
の
（
マ
マ
）
い
た

る
と

は
、
あ
は
で
む
な
し

き
恋
を

い
ふ

な
り

。」
と
二

条
后
と

の
苦
し

い
恋

を
裏
に
こ

め
る
と
す

る
。

ま
た

、
「

時
知
ら
ぬ
山

は
富
士
の
ね
」

の
歌
に
は

、
「
1
3
　
に
、
時
七
ら

ぬ
山
は
ふ
じ

の
ね
と
は
、

清
和
の
御
門

、
三
十
七

に
て
出
家
し

給
へ

ば
、
い
ま

だ
老
年

に
も
及

ば
せ
給

は
ぬ
に

、
時
し

ら
ぬ
出
家

か
な
と

い
ふ
也

。
」
と

、
清
和
天

皇
の
出
家

の
意

が
こ

め
ら

れ
る
と
す

る
。

さ
ら
に
、
「
都

鳥
」

に

は
「
わ
た

仁
も
り

に
問
け

れ
ば
と

は
、
業

平

、
昭
宣
公

に
、

陽
成
は
位

に
つ
き

給
へ

る
か
と
附
を
云

也
。
み

や
こ

鳥
と

は
、
昭
宣
公

、
是
こ

そ
、
今
み

や
こ

を
と
り
給
ふ

や
う

ぜ
い
ゐ
ん
み
や
こ
鳥

よ
と
答
給
ふ

を
、
み

や
こ

鳥
に
そ
へ
て

い
ふ
也

。
」
と

、

陽
成
天

皇
を

た
と
え

る
と
す

る
。
こ

の
陽

成
天

皇
は

、
歴
史
的
史
実

と
し
て
は
清
和
天

皇
と
二

条
后
の
子

と
さ
れ
て

い
る
が
、
「
冷
泉
抄
」

は
「
或
本
云

、
や
う

ぜ
い
業
平

の
子
に
て
御

座
也

。
是

は
二
条

の
后

に
忍
び
奉

逢
時
に
、
我

は
業
平

の
子

な
り
け
り
と

も
御
門
し
り

給
は
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ぎ
り
し

は
、
太
子
と
し

て
位
に

つ
け
奉
る

。
さ
れ
ば
世
継

に
も
、

や
う

ぜ
い
は
業
平

の
子

た

る
故

に
、
出
王
家

、
位
難
保

、
物
狂
に
御

座

す
と
云

へ
り

。
掲
時
の
人
業
平

が
子
と
し
り
奉

る
。
」

と
、
業
平
と
二

条
后
と

の
子
で
あ

る
と

い
う
説
を

載
せ
る

の
で

あ
る

。
「
冷
泉
抄
」

の
「
世
継
」
は

『
大
鏡
』

で
あ

る
が
、
こ

の
陽
成
天
皇
記

に
は
、
二

条
后

と
業
平

の
恋
が
か
た

ら
れ
、
し
か

も
陽
成
天
皇

は
二

条
后

が
ま

だ
后
と

な
る
前
に

誕
生
し
た
と

い
う

記
事

が
あ

る
。
陽
成
天

皇
の
母
と
業
平

の
恋

が
語

ら
れ

る
こ

の
記
事
か

ら
、
陽
成
天
皇

の
父

が
業
平

で

あ
る
と

い
う
説

が
生
ま

れ
た
と

言
え

る
。
業
平

が
「
都

鳥
」

に
問
う

た
和
歌

は
、
「
冷
泉
抄
」

で
は
「

名
に
し

お
は

ダ
、
定

て
母

の
后

の
こ

と
は
し

り
た

る
ら

ん
と

い
ふ

。

い
ざ

事
と
は

ん
と
は
、

い
ざ

ゆ
く

ゑ
と
は

ん
と
云

。
」
と
業
平

が
自

分
と
二

条
后
の
子
で

あ

る
陽
成

天

皇
に
、
母
二

条
后

の
行
方

を
尋

ね
た
歌

と
す

る
の
で

あ
る
。
「
定
家

流
」

も
「
冷

泉
抄
」
と
同

じ
く

「
時
知
ら

ぬ
山
は
」

の
歌
を

清
和

天

皇
の
出

家
と
し

、
「

都
鳥
」
を

陽
成
天

皇
と
す

る
。
そ

し
て
「
御

門
実

ノ
父

ハ
業
平

卜
知
食

シ
之
間
恐

レ
給

フ
心

ア
リ

シ
ナ
リ
」
と

陽

成
天

皇
の
父
を
業
平

と
す

る
。
こ

の
九
段

の
引

用
部
分

は
、
「

冷
泉
抄
」

の
解
釈
を

つ
な
い
だ
と
す

れ
ば
、
「
二

条
后
を

恋
い
、

つ
ら
い
思

い
を
し
て

、
自
分

と
二
条

后
と

の
子
で

あ
る
陽
成
天

皇
に

、
二

条
后

の
ゆ
く
え

を
問
う
」

こ
と
を

裏
に
こ

め
た
詞
章

と
解

さ
れ
る

。
「
知

顕

集
」
の
九
段

は
、
語
句

の
裏
に
二
条
后

に
関
す

る
た
と
え

が
あ

る
と
は
し
て

い
な
い
。

コ

ー段

は
、
男
が
「
人

の
む
す
め
」
を

盗
ん
で
武

蔵
野
へ
逃

げ
る
が
、
捕
ら
え

ら
れ
て
し

ま
う
と

い
う
内

容
で
あ

る
。
こ

の
段

を
二

条

后
の
こ

と
と
す

る
の
は

、
「
知

顕
集

（
書
・

書
六
）
」
「

冷
泉
抄
」

で
あ

る
。
（
島
）

は
こ

の
段
を

欠
く
。
「
定
家

流
」
は
女

性
名
に

関
す

る

こ
の

コ

ー段

の
古

注
釈
で
注
目

す

べ
き
は

、「

冷
泉
抄
」
に
「
業
平

ぬ
す
み
て
、
春
日
の
の
中

、
武
蔵

塚
へ
行
を

い
ふ
也
。
」
、
「
定
家

流
」

に
「
春

日
野

ヲ
武

蔵
野
卜
云
相
違

ハ
彼
野

二
武

蔵
塚
ト
云
所

ア
リ
」
と

そ
れ

ぞ
れ
「

武
蔵
塚
」
の
語
が
使
わ

れ
て

い
る
こ
と

で
あ

る
。
『
雲

林

院
』

に
扱

わ
れ

る
「
伊

勢
物

語
」

の
秘
伝
は

、
「
業

平
は
東

国
に
下

っ
て

い
な
い
。
」

と

い
う

こ
と
と

、
「
業
平

が
二

条
后
を

盗
ん
で
逃

げ
た

の
は
、

武
蔵
野
で

は
な

く
、
春
日

野
で

あ
る
」
と

い
う

も
の
で
あ

る
。
「
冷
泉
抄
」

は
、
そ

れ
を
春
日

野
に
「

武
蔵
塚
」

が
あ
り

、



一
　
そ

の
近
辺
を

武
蔵
野
と

い
う

の
で
、
業

平

が
二

条
后

を
連
れ
て

逃
げ
た

の
は
こ

の
「
武
蔵
塚
」

の
あ

る
春
日

野
と
す

る
の
で
あ

る
。
「
冷

6
6
　泉
抄
」

は
こ
の
「
武

蔵
塚
」

の
由

来
と
し
て

一
　
　
　

そ

れ
を
む
さ
し

野
と
い
ふ
事

、
日
本
記
云

、
文
武
天
皇

の
御

時
、
小

野
み
ま
さ
か

五
と

い
ふ
人

、
む
さ
し

の
守
に
て
多
年

在
国
し

た

り
け

る
に
、
京
に

の

ぼ
り
て

や
ま
ひ

し
け

る
時
、
子
を
よ

び
て

い
は
く
、
我

む
さ
し

の
国
に
て
は
て

な
ん
と
思
ひ

し
に
、
田
ｔ
の
外
に
爰

に
て
死

む
事
、
心

に
か

ゝ
れ
り

。
さ
れ
ば
、
我

を
ば
武
蔵
国

へ
可
送
と
云

。
死
後
に

武
蔵
へ

や
ら

ず
し
て
春
日

野
の
中
に
う

づ
み

ぬ
。

後

に
た
ヽ
り
を

な
し

け
れ
ば
、

武
蔵
よ
り
土

を
運
び
て
、

墓
を
つ
き
て
む

さ
し
塚
と
云

て
、
宣
旨

を
よ
み
か

け
た
り

。
其

ほ
と
り
を

武

蔵
野
と
い
ふ
。

さ
れ
ば
、
実
に

は
春
日
野
に
て

有
故
に
、
古

今
に
は
春
日

野
と
か
け
り

。

と

い
う

記
事
を

載
せ
る

。「
定
家
流
」
は
「

中
納
言
美
作
胡

丸
」
の
事
と
し

て
「
冷
泉
抄
」
と
同
内
容

の
記
事
を
載
せ

る
。
「
知
顕
集
（
書
）
」

は

、
「
む

さ
し

の
と
は

、
ま
こ

と
の
む

さ
し

の
に
は
あ

ら
ず
。
か

す
が
野
を
か
く
し

ば
み
て

、
か
け

る
也

。
」
と

、
業
平

が
二

条
后
と
逃

げ

た

の
は
春
日
野
と

す
る
。
し

か
し

、
「
武

蔵
塚
」

の
語

は
見
ら

れ
な
い
。

六

五
段
は
、
男

が
禁
色
を

ゆ
る
さ
れ
て

い
る
女

房
の
と
こ

ろ
へ
通
い

、
そ
れ

が
露
顕

し
た
こ

と

か
ら
男
は

流
さ
れ
女

も
蔵
に
龍
め

ら
れ

た

が
、
男

は
そ
の

流
さ

れ
た
場
所

か
1
　
女

の
龍
め

ら
れ
た
蔵

の
そ
ば
へ

来
て
笛
を

吹
い
た
と

い
う
内

容
で
あ

る
。
「
知
顕
集

（
書
・
書

六

・
島
）
」
「
冷
泉
抄
」
「

定
家
流
」
と

も
に
こ

の
女
性

を
二

条
后
と

す
る
。
古
作

『
雲
林
院
』

の
こ
の
段

に
関
す
る
引
用

は
、
「
海
人

の
刈

る

藻
に
住
む
虫

の
ト

の
歌
で
あ

る
。
こ

れ
は

「
古
今
和

歌
集
」
に
藤

原
直
子

の
歌
と
し

て
載

る
。
「
冷

泉
抄
」
に
は

、
「
或

本
に
は
此
二

条
后

を
直
子
と

か
け
り
。
直
子
と

は
わ
か
く
て

の
御
名
な
り

。
お
と
な
し
く
て

た
か
子
と

か
け
り

。
さ

れ
ば
高
子
・
直

子
、
二

の
名

あ
れ
ど

も
、

人
は
ひ
と
り

な
り

。
」

と
こ
の
藤

原

直
子
を
二
条

后
と
す

る
。
「
知
顕
集

（
書
）
」

に
は
こ

の
和
歌
に
関

す
る
注
釈

は
な
い
。
（
島
）
は
こ

の

和
歌
の
意
味

を
「
海
人

の
く
だ
ん
の
み

る
め
を
と

る
に

、
つ
け
て
あ

が
り
、
必
人

は
こ
ろ
さ
ね

ど
も
、
お

の
れ
が
心
と
し

す
る

ゆ
へ
に
、

わ
れ

か
ら
と
、

此
む
し

の
な
を

い
ふ
也

。
た
と

へ
ば
わ

れ
か
ら
し
す

る
と

い
ふ

に
や
。
」

と
恋

に
よ
っ
七

自
分

か
ら
死

ぬ
と
い
う
意

味
と

・ ・ ・・ - ・ ・ ・ －
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と

っ
て

い
る

。
そ
し
て
二

条
后

が
こ
め

歌
を
口
に
出

す
理
由
を
「
こ

の
う

た
は
、
な

い
し

の
す
け
藤
は

ら
の
直
子

の
よ

め
る
班
を
と

り
て
、

お
も
し
ろ
く
お

も
ひ

て
よ
み
給
ひ

け
る
也
」

と
、
歌
を
面
白

く
思
っ
て
詠

ん
だ
と
す

る
。
二
条
后
自

身

が
自
分

か
ら
死

の
う

と
し
て
詠

ん

だ
歌
と
は
し
て

い
な
い
。

一
二
三
段

は
、
男
女

が
深

草
に
住

ん
で

い
た

が
、
男

が
出
て

行
こ
う

と
し
て
女

性
に
歌

を
送

る
も
の
で
あ

る
。
↓
冷
泉
抄
」

は
こ

の
女

性

を
二
条

后
と
す

る
。
そ
し

て
、
二

条
后
と

業
平

が
暮
ら
し

た
の
は

、
「
深
草

の
里
に

す
み
け

る
女

と

は
、
清
和
御

出
家

の
後
、
二
条

后

東

山
の
深

草
に
御

所
造
り

て
御
座

也
。
」

と
清
和
天

皇

の
出
家

の
後
と
す

る
。
本
文

の
意
か
ら
言
え

ば
、
夫

婦
関
係

が
冷
え

て
出
て
行

く

と

な
る

が
、
「

冷
泉
抄
」

は
「

や
う

く

か
れ

が
た
に

や
お
も
ひ

け
ん
と
は

、
業
平
宮

仕
お
ほ

か
り
け

れ
ば
、
京

へ
ゆ
か

ん
と
て
よ

め
る

な
り
。
」
と
、
業
平
は
宮

仕
え

の
た

め
二

条
后

の
も
と
へ
行
け

な
く
な
っ
た
と
し

て

い
る
。「
定
家

流
」
は
こ
の
女

性
を
有
常
娘

と
す

る
が
、

「
異
本

二

八
二

条
后
御
門
御

カ
ク
レ

ノ
後
深

草

二
御
座

ト
モ
見
ケ

リ
」

と
二
条
后

と
す
る
説

も
挙
げ
る

。
「
知
顕
集

（
書
・
島
）
」

は
こ

の

段

を
欠
く

。
（
書
六
）

は
「
ふ
か
く

さ
に
す
む
女
　

い
も
う
と

也
」
と
、
こ

の
女

性
を
業
平

妹
と
す

る
。
「
影

考
」
は
五

条
后
と
す

る
。
古

作
『
雲

林
院
』
は
こ
の

コ

ー三

段
の
女

性
を
二
条
后

と
す
る

が
・、
こ
の
点
で

『
雲
林

院
』

と
一
致
す

る
の

は
、
「
冷

泉
抄
」
と
、
「
定
家

流
」

が
「
異
本
」

と
し
て
挙

げ
る
説
で
あ

る
。
」

の
意
味
で

、
古
作

『
雲

林
院
』

は

「
冷
泉
抄
」

も
し
く
は
内

容
的
に
そ

れ
と
近

い
冷

泉
家
流

の
古
注

釈
を
典

拠
と
し

て

い
る
と
考
え

ら

れ
る
。
「
知

顕
集
」

は
二
段
・

コ

ー三
段

を
二
条

后
の
こ
と

と
せ

ず
、
各
章
段

に
あ
て

る
女

性

名
の
面

か
ら
は
典
拠
と
認

め
が
た

い
。

つ

い
で
、
「
伊
勢

物
語
」
本

文
に

は
な

い
8

ク
リ

の
「
そ

も
そ
も
こ

の
物
語

は
」

の

一
文

と
、
8

サ
シ

の
「
伊
勢

や
日
向
の
こ

と
」
に

つ

い
て
吟

味
す

る
。
こ

の
8

ク
リ
と
8

サ
シ
は
隣
接

し
た
一
続
き

の
文
で
あ
り

、
そ
れ

ぞ
れ
が
問
い
と
答
え

の
関
係
と

な
っ
て

い
る
の
で
、

一

つ
の
ま
と
ま
り
と
し

て
吟
味
す

る
。

ま

ず
、
「
そ
も

そ
も
こ
の
物
語

は
」
に

つ
い
て
は
、
表
氏

が
、
『
こ

の
ク
リ
の
文
句

は
、
今

の
雲
林
院

ク
リ
に
も
ほ
と

ん
ど
同
文
で

見
え

、
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杜
若
の

ク
リ
に
も
末
尾
を

変
更
し
た
文

句
が
あ

る
が
、
こ

れ
は

、
伊

勢
物
語
知

顕
集

（
抄
）

の
、
住
吉

に
参
詣
し
た

人
が
葛
の
袴

を
着
た

老
人
に
伊

勢
物
語
の
大
事

を
問
う
条

の
冒
頭
の
「
と
ふ

、
そ
毛

く

こ

の
物

が
た
り
は
、

な
に
ご
と
を
し
ょ

せ

ん
と

し
て
、

い
か
な
る
ひ

と
の

つ
く
れ

る
物

ぞ
や
、
そ
の

お
こ
り

お

ぼ
つ
か
な
し

、
こ

れ
を
う

け
た
ま

は
ら
ん
」
（
続
群
書
類
従

本
に
よ

る
）

に

基
づ
く
と

認
め
ら

れ
る
。
』

と
言
わ

れ
て
い
る

。
ま

た
、
表
氏

は
「
伊
勢

や
日

向
の
こ
と
」

に
つ
い
て

、
『
知
顕

集
に
伊
勢

物
語
の
書
名

の
由
来
を

説
き
、
最

終
結
論
と
し

て
「
真
実

に
伊

勢
物
語
と

名
付
け
た

る
故

は
、
た
と

へ
ば
、
こ

の
物
語
は
普

通
の
物
語
に

は
あ
ら

ず
、
変
り
た
り

。
そ
の
故

は
、
わ

が
身
の
こ
と
を
古

き
世
の
事

に
言
ひ
な
し

、
昔
の
事
を

ば
わ

が
身

の
事
に
書
き
な
し

、
京
の
事

を
田
舎

の
事
に
書
き
な
し

ヅ
田
舎

の
事
を
ば
京

の
事
に
書
き

な
し
、

初
め
に
あ
ゐ

べ
き

事
を

ば
終
り

に
言
ひ

な
し
、
終
り
に

あ
る

べ
き
事

を
ば
初

め
に
書
き
な

ん
ど
し
て
、

前
後
不
同

に
、
正

し

か
ら
ず
書
き

た
る
に
ょ
り
て

、
伊
勢

や
日

向
と

い
ふ
義

に
つ
き
て

、
伊

勢
物
語
と

は
名
付

け
た
り
」
と

述

べ
て

い
る

考

兄
方

に
基
づ
く

。』

と
言

わ
れ
る
。
表
氏

が
引
用

さ
れ
た
の
は
群

書
類
従
本
だ

が
、
表
氏

の
説
の
発
表

後
に
公

刊

さ
れ
た

（
書
）
　（
島
）

に
も
こ

の
二

つ
の
文

は
多
少
の
校

異
は
あ

る
も
の
の
存
在
す

る
。

表
氏

の
挙

げ
ら
れ
た
「

知
顕
集
」
の
引
用
文

の
う

ち
、「
そ

も
そ
も
こ
の
物

語
は
」
の
一
文
は
「

知
顕
集
」
以

外
管
見

に
な

い
。
ま
た
「
伊

勢

や
日

向
」
の
説

話
の
、
「

知
顕
集

（
書
・
島
）
」

に
の

る
も
の
は
以
下

の
内
容
で
あ

る
。
そ
れ

は
、
同

時
刻

に
死

ん
だ
伊

勢
と
日
向

の
男

が
い

た
が
、
伊

勢
の
男
は
定
業
で

死
ん
だ

も
の
で
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で

冥
官

が
生
き

返
ら
せ

る
こ

と
と
し

た
が
、
伊
勢

の
男
の
屍

は
焼

か

れ
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で

、
魂
を
日
向

の
男
の
屍
に
返

し
た
。
こ

の
こ

と
か
ら

、
生
き
返
っ

た
男
を
み
て

日
向
の
男

の
妻
子
は
喜

ん
だ

が
男
は
喜
ば

ず
、
伊
勢
か
ら
呼

ん
だ
伊
勢

の
男
の
妻
子

を
見
て
喜

ん
だ
が
、
伊

勢

の
男
の
妻
子

は
伊
勢
の
男

と
姿

が
異

な
る
の
で
喜

ば
な

か
っ
た
と

い
う

も
の
で
あ

る
。
こ

の
説
話
と
同

様
の
「
伊

勢

や
日
向

の
物
語
」
は

「
冷
泉
抄
」
「
定
家

流
」
に

も
あ
る
。
こ

の
う

ち
、
「

冷

泉
抄
」
で

は
、
屍

を
焼
か

れ
た
の
は
日
向

の
男
（
佐

伯
恒
元
）
で
、
こ

の
日
向
の
男

の
魂
を
伊

勢
の
男
（
文
屋
善
算
）
に
入

れ
た
と
す

る
。

「
定
家

流
」

で

は
「
魂
睨
互

二
入

り
替
ル

事
ア
リ
」

と

い
う
形

で

、
ど
ち
ら

が
ど
ち
ら

に
入
っ

た
か
は
記

さ
な

い
。
「
冷

泉
抄
」

の
こ

の
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説
話
に

関
す

る
評
は
、
「
此

物
語
、
伊

勢

や
日

向
の

物
語
の

ご
と
く
、
面

は
世
の

有
様
恋
慕
好

色
の
事

ど
も

あ
れ
ど

も
、
内
証
は
悉

仏
法

な
り
と

い
は

ん
が
為
也

。
能
く

此
物
語

を
見
あ

き
ら

め
ば
、
即
身

成
仏
を

さ
と
り
知

べ
き
也

。
」
と

な
り
、

物
語
の
順

序
・
場
所

が
実

際

の
こ
と

と
は
引

き
違
っ

て

い
る
こ

と
と

は
し
て

い
な

い
。
「
定

家
流
」

は
「
物
語

次
第
不
同

也
。
奥

ヲ
ハ
端

二
書
キ
端

ヲ
ハ
奥

二
書
ケ
リ

而

ル
間

夕
伊

勢
ヤ
日
向

ノ
物
語
ト
云

義
也
」
と
す

る
。
「
物
語
次
第
不

同
」
を
挙

げ
る
点
で

、「
知

顕
集
」
と
同

じ
立
場
を

と
る
と
言
え

る
。

表
氏
は
、
古
作
『
雲
林
院
』
の
「
げ
に
げ
に
伊
勢
や
日
向
の
こ
と
は
た
れ
か
は
定
め
あ
り
ぬ
べ
き
」
を
、「
い
や
ま
こ
と
に
、
伊
勢
と
日

向
と

が
ご
っ
ち
ゃ
に
な

る
よ
う
に
わ
ざ

と
引

き
違
え

て
前
後
不
同

に
書

い
た

か
ら
こ
そ
伊

勢
物
語
と
呼

ば
れ
て

い
る
の
だ
か

ら
、
そ
う
し

た
事
の
真

実
は
誰
に

も
容
易
に
は
決
定

で
き
な

い
の
だ
。
」

と
「
知
顕

集
」
「

定
家
流
」

の
解
釈
に
よ

っ
て
訳
し
て

お
ら
れ

る
。
こ

の
古
作

『
雲
林

院
』

の
二

つ
の
文

の
う
ち
、
「
そ

も
そ
も
こ
れ

は
」

の
一
文

が
「
知
顕
集
」

に
し
か
見
6
　れ
ず
、
そ

れ
が
「
伊

勢
や
日
向

の
こ

と
」

と
一

続
き
に

な
っ
て

い
る
こ

と
、
「
冷
泉
抄
」

の

、
伊

勢
物
語

は
好
色
に

つ

い
て

書
か
れ
て

い
る
と
見
え

る
が
仏
法
に

つ

い
て

書

い
て

い

る
の
だ

と
す

る
説
で

は
、
古
作
『
1　
林

院
』
の
「
た
れ
か

は
定
め
あ
り

ぬ
べ
き
」
の
詞
章

が
、
何

を
定
め

る
の
か
不
分
明

に
な
る
こ
と

か
ら
、

こ
の
二
文

は
「
知
顕
集
」

を
典
拠
と

し
て

い
る
と

考
え

ら

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　

＜

な

お
、
伊

藤
氏
の
言

わ
れ

る
「
二

条
后
物
語
」

に

は
、
私
は
二

段
・
九

段
及

び
「
そ
も

そ
も
こ

の
物
語
は
」
「
伊

勢
や
日
向

の
こ
と
」

の
二
文

の
解
釈

も
加
え

る

べ
き
と

考
え

る

が
、
ぞ
の
場
合

の
古
作

『
雲
林

院
』

に
お
け

る
「
二
条

后
物
語
」

は
、
以

下

の
よ
う

な
内

容
恚

な

る
だ
ろ
う
。
－

伊

勢
物
語
に

は
業

平
の
恋

が
前
後
不
同

に
書

い
て
あ

る
。
業
平
は
二

条
后

が
清
和
天

皇
の
后

に
な

る
前

に
夫
婦

の
契

昨

を

か
わ
し
て

い
た
が
、
二
条
后

は
入
内
し
て
し

ま

い
、

逢
う

こ
と

が
で
き

な
く
な

る
。
業
平
は
二

条
后
を
恋

慕
い
、
何
回

も
二

条
后

を
盗

み

出
す
（
六
・

コ

丁

六
五
段
）
。
連
れ
て
逃

げ
た
場
所
は

、
あ

る
時
は
春
日
野
で

あ
り
、
あ
る
時

は
宮
中
で
あ

っ
た
。
業

平
は
「
ま
め
男
」

と

言
わ
れ

る
（
二

段
）

が
、
こ

れ
は
「
間
男
」

の
意
味
で

あ
る
。
こ

れ
は
二

条
后

が
清
和
天
皇

の
后
で
あ

る
た
め
で
あ

る
。
業
平

は
二

条

后

を
盗
み

出
し

た
罪
に
よ

っ
て
東

山
に
幽

閉

さ
れ
る

（
「
冷
泉
抄

」
九
段
）

が
、
そ

れ
で
も
二

条
后
を

慕
っ
て

い
た
。
二

条
后
七
業
平

の
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子
で
あ
る
陽
成
天
皇
に
、
母
の
后
の
安
否
を
問
う
た
こ
と
も
あ
る
（「
冷
泉
抄
十
九
段
」
。
清
和
天
皇
が
退
位
し
た
後
、
業
平
は
二
条
后
と

深
草
で
暮
ら
し
た
（「
冷
泉
抄
」
　一
二
三
段
）
。

㎜

㎜

㎜

古
作

『
雲

林
院
』

が
引
用

し
て

い
る
語

句
の
章
段

を
そ
の
古
注
釈

が
二

条
后

の
こ

と
と
し
て

解
釈
し
て

い
る
か
否

か
の
吟
味
か

ら
、
古

作

『
雲
林

院
』

の
典
拠
に
最

も
内
容
的
に

近
い
の
は
「

冷
泉
抄
」
で

あ
る
と
言
え

る
。
し
か
し

、
伊
勢
物
語

本
文
に
見
え

ず
、
古
注

釈
か

ら
引
用
し

た
と
考
え

ら
れ
る
語
句

を
吟
味
す

る
と

、「
知

顕
集
」
を

典
拠
と
し
た
と

考
え

ら

れ
る
語
句
も
あ

る
。
そ
こ
で

、「

冷
泉
抄
」
「
知

顕
集
」
に

つ
い
て
、
こ

の
二

書
の

い
ず
れ
か
に
二

条
后
の
こ
と
と
し

て
載

る
、
古

作

『
雲
林

院
』

に
引
用

さ
れ
て

い
な
い
章
段
に

つ
い
て

吟
味
す

る
。
そ
し
て
こ

の
二

書
に
現

れ
る
二

条
后

像
と
、
古

作

『
雲

林
院
』

の
後
場
に
お
け

る
二

条
后

像
の
差
異
に

つ
い
て
考

察
す
る
。

方
法
と
し
て

は
、
対
象
と

す
る
章
段

の
男
女

関
係

の
パ
タ

ー
ン
を

、
伊
勢
物
語

の
本
文
の
内

容
か
ら
、
①

男
が
女
を

恋
慕
う
、

も
し
く
は

男

が
女
に

逢
え

な

い
こ
と

を
恨
心
、
②

男
が
ひ
そ

か
に
女
の

も
と

に
通
う
、
③
女

が
男

の
不

実
を
な
じ

る
。
④
男

が
女

に
冷
た

く
す
る
、

⑤
相
思
相

愛
の
関
係
に

な
る
、
の
五

通
り
に
分
類
し

、
そ
の

パ
タ

ー
ン

ご
と

に
吟
味
す

る
こ

と
と
す

る
。
そ
れ
ら

の
章
段
全
て

に
つ
い
て

吟
味
す

る
紙
数
が
な

い
の
で
、
そ

れ
ら
の
中
か

ら
特
徴
的
な
章
段

忙
つ

い
て

挙
げ
る

。

①
に

属
す
る
章
段

は
、
三

段
・
四

段
・
七
段

・
八
段
・
二
六
段

・
二
九
段

・
主

五
段

・
四
五
段
・
五

五
段
・
五

六
段
・
五
七

段
・
五
九

段
・
六
四

段
・
七
三
段

・
七
四
段
・

七
六
段
・

八
六
段
・
八
九
段

・
九
二
段

・
九
三
段

・
九
六
段
・

】
○
五
段

の
二

一
章
段

。
②
に
属
す

る
章
段

は
、
五
段
・

一
五
段
の
二

章
段
。
③

に
属
す
る
章
段

は
四
七
段

の
一
章
段

。
④

に
属
す

る
章
段

は
、
一
三

段
・
一
四
段

・
二
七
段

・
三

一
段
・
三
六
段

・
一
〇
〇
段

・
一
一
五
段

・
一

ヱ

ハ
段

∴

一
八
段

・
一
一
九
段

の
I

〇
章
段

。
⑤
に
属

す
る
章
段

は
五
三

段
・
九
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五
段
・
一

一
〇
段
の
三
章

段
で
あ

る
。

①
の
男

が
女

を
恋
慕
う

、
も
し
く

は
男
が
女
に

逢
え

な

い
こ

と
を
恨
む
と

い
う
内
容
に

属
す

る
章
段

の
内
、
二

九
段
と
七

六
段
は
公

的

な
場
所
で
二

条
后
に
歌

を
奉
る
も

の
、
他
の
私
的

な
場
の
歌
で

あ
る
。
公

的
な
場
で
歌

を
詠
む
段

の
内

、
二
九
段

は
男

が
「
東

宮
の
御
息

所
の
花

の
賀
」
に
召

さ
れ
て
歌
を

奉
る
も

の
で

あ
る
9
「
知
顕

集
（
書
・

書
六
・
島
）
」「
冷
泉
抄
」
と
も
こ

の
東
宮
を

後
の
陽
成
天

皇
と
し
、

こ

の
賀

を
東
宮

を
産

ん
だ
御
息

所
に

対
す

る
も
の
と
し

て
、
賀

を
う
け

る
御
息
所

を
二

条
后

と
す

る
。
「

冷
泉
抄
」

は
「
め
し

あ

づ
け

ら

れ

る
y

と
は
、

業
平
奉
行

な
ど

す
る
事

也
。
染

殿
へ

も
二

条

の
后
へ
も
し

た
し
き
に

よ
り
仰

ら
る

ゝ
な
’り
。
」

と
業
平

が
二
条

后
・
染

殿

后
と
親
し

か
っ
た

の
で
公

的
な
賀

の
奉
行
を
し

た
と
す

る
。
ま
た
「
冷
泉
抄
」

は
男

が
奉
る
歌
を

「
花
忙
あ

か
ぬ
は
、
下

は
二

条

の
后

の

御
事
、

次
第

く

に
遠

ざ
り

ぬ

べ
き
事

と
わ

ぶ
る
な
り

。
花
に

満
足
す

る
春
は
な

け
れ
ど

も
、
今
日

の
な
を
惜

と

い
ふ

な
り

。
」
と
二

条

后

が
清
和
天

皇

の
后
と

し
て
遠
ざ

か
っ
て
し
ま
う

の
を
嘆
く

歌
と
解
し
て

い
る
。
七
六
段

は
二
条

后
の
大
原

神
社
の
参
詣

の
際
、
業
平

が

禄
を
賜

る
時
に
二

条
后
に
歌
を
奉

る
も
の
で
あ

る
。
「

知
顕
集

（
書
・
島
）
」

は
こ

の
段

を
欠
き

、
（
書
六
）
「

冷
泉
抄
」

は
二

条
后

の
こ

と

と
す

る
。
「

冷
泉
抄
」
は
「
二

条
后
の
ま

だ
春
宮
と

い
ふ
は
、
清
和

春
宮
の
御

時
女

御
な
り

ご

と

清
和
天
皇

が
東
宮
で
あ

っ
た
時

の
こ

と

と
す

る
。
そ

し
て
「
心

に
も

か
な
し

と
や
思
ひ

け

ん
と
は
、
后

の
御
事

を
、
業
平

か
な
し

と
や
思
ひ

奉
る
ら

ん
と

い
ふ
也
。
」

と
、
業

平

に
二

条
后
を
恋
慕
う

気
持
ち

が
あ
っ
た
と
す

る
。
公
的

な
場
面

の
歌

は
二

つ
と
も
二

条
后

が
清
和
天

皇

の
后

と
な
っ
た

後
の
出
来
事
で

、

歌

は
后
を
恋
う
心

を
下

に
こ

め
る
も
の
と

さ
れ
て

い
る
。

私

的
な
場

の
歌

と
し
て
は

、
三

段
の
業
平

が
二

条
后

に
「
ひ
じ
き

も
」

を
奉

る
も
の
な
ど

が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
の
章
段

は
、
本
文

に
二

条
后

が
た
だ
人
で

あ
っ
た
時

の
こ

と
と
あ

る
。
「

知
顕
集

（
書
）
」

は
「
わ
が
思
ふ
人

だ
に
あ

ら
ば
、
む
ぐ

ら
は
ひ
し

げ
り

て
、

さ
び
し
く

7
1
　い
ぶ
せ
き
や
ど
な
り
と
も
よ
も
い
ぶ
せ
か
ら
じ
。
か
く
ば
か
り
時
め
き
め
で
た
く
さ
か
へ
た
る
宮
の
う
ち
に
ま
う
で
つ
か
う
れ
ど
、
思
ひ

-

あ
り
て
ひ
と
り
あ
か
し
く
ら
す
に
は
、
も
の
か
な
し
く
さ
び
し
き
ぞ
と
也
。」
と
清
和
天
皇
に
入
内
す
る
こ
と
を
と
ど
ま
ら
せ
よ
う
と
す
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る
歌
と
と

る
。
「
冷
泉
抄
」

も
、
「
思
ひ
あ

ら
ば
の
1　
の
心

は
、
互

の
思

だ
に
あ
ら

ば
む
ぐ
ら
生
て

あ
れ
た

る
宿
な
り
と

も
、
袖
を
ひ

じ
き

て

ね
て
む
と
よ

め
る
也
。
」

と
「
知
顕

集

（
書
）
」
と
同
様

の
立
場
を
と

る
。
四
段

は
、
男

が
大
后

の
宮
の
西

の
対
に
す

む
人

（
二
条
后
）

に
通
っ
て

い
た

が
、
女
は
場
所

は
判
明
し
て

も
通
う
こ
と

の
出
来

な
い
場
所
に
行

っ
て
し
ま

っ
た
。
男
は

翌
年
そ

の
場
所

に
来
て
「

月
や

あ
ら
ぬ
」

の
歌
を

詠
む
と

い
う

も
の
で
あ

る
。
「
知
顕

集

（
書

・
書
六
・
島
）
」
「
冷

泉
抄
」

は
こ

の
段
を
二

条
后

の
こ
と
と

す
る

。
こ

の

段

の
本
文
の
「
本

意
に
は
あ

ら
で
」
と

い
う

語
に
つ

い
て

、
「

知
顕
集

（
書
）
」
は

「
さ
れ
ば

、
あ
ら
は

る

さ
心
に
も
あ

ら
で
、

い
と
し

の

び
て
か
よ
ひ

け
れ
ば
、
ほ
い
に
は
あ

ら
で

と
は
、
か
き
た
り
け

る
な
る

べ
し

。
｝
と
忍

ん
で
通
う
こ

と
を

さ
す
と
言
う

。「
冷

泉
抄
」
で

は
。

「

ほ
ひ
に
は

あ
ら
で
志
ふ

か

ゝ
り
け

る
と

は
、
二
義

あ
り
。
一
に

は
、∠

一
条
后

た
ゞ
人
に
て

お
は
せ
し

時
、
業
平
夫
婦

の
契
有
け

る
に
、

思

ひ
の
外
に
后

に
成
て
お

は
す
る
に
、
忍

て
か
よ
へ

ば
、
本
意

な
ら
ず
し
て
通
と
云

也
。
二

に
は
、
か
く

れ
て
か
よ

ふ
を
い
ふ
な
り
」

と

忍

ん
で
通
う
と

い
う
説

の
他

に
、
業
平

が
二

条
后
と
夫

婦
の
契
り

が
あ
っ
た
た

め
と

い
う
説

を
載
せ

る
。
七
段
は

、
男
が
東
国

へ
下

り
、

伊

勢
・
尾
張

の
間

の
海
で

歌
を
詠
む

と
い
う
内
容
で

あ
る

。「
知
顕

集
（
書
・

書
六
）
」
は
こ

の
段

を
欠
く

。（
島
）
は
女
性
名

記
述
を
欠

く
。

「
冷
泉
抄
」

は
「
伊
勢
尾
張

の
あ
は
ひ

と
は
、
后
と
業

平
と
二
人

の
あ
は
ひ
也

。
男
女

の
契
・り
の
お
は
り

の
あ
は
ひ

也
。
あ
は
ひ

と

い
ふ

は
、
二

人

の
交

り
な
り

。
」
と

業
平

と
二
条

后
の
契
り

が
終

わ
っ
た
こ
と

を
た
と
え

る
と

す
る
。
八
段

は
男

が
東
国

へ
行

き

。ゝ。
j浅

間
嶽
に

煙
か
立

つ
の
を
見
て

歌
を
詠
む

も
の
で
あ

る
。「

知
顕
集
（
書
・
島
）
」
は
女
性
名
記

述

が
な

い
。（
書
六
）
は
こ

の
段

の
記
述
を

欠
く
。「
冷

泉
抄
」

は
、
「
あ
さ
ま

が
た

け
と
は

、
あ
さ

ま
し
き

恋
を
云

也
。
け

ぶ
り

と
は

恋
の
心
也
」

と
、
浅

間
嶽
を

詠
む
歌
に
二

条
后
へ

の
恋

が

た
と
え
ら

れ
て

い
る
と

す
る
。
九

六
段

は
、
男

が
女

に
1
　
い
間

求
婚
し
て

い
た
。
女

が
秋

に
逢
う
と

約
束
し
た

の
で

、
男

が
心

待
ち
に
し

て

い
た
所

、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
か
ら
女

が
そ
の
男

の
も
と
へ
行
く

と
い
う
う
わ

さ
が
立
ち

、
女

の
兄
が
突
然
女

を
迎
え
に

来
て
連

れ
去

っ
た
。

男
は
「
天

の
逆
手
」
を
う
っ
て
女

を
呪
っ
た
と

い
う
内
容
で

あ
る

。
こ

の
段
は

六
段
・
一
二
段

と
同
じ
く
兄

が
女
を

連
れ
去

る
も
の
だ
が
、

こ

の
段
の
女

性
は

、
「
知

顕
集
（
書
）
」
に
「
御

お

ば
の
五
条

の
后
、
御

い
と
こ

そ
め
殿
后
」

と
あ

る
こ

と

か
ら
二
条
后

を
指
す

と
考
え

ら
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れ
る
。
但
し

、
女

性
名
記

述
は
な

い
。
（
書
六
）
　（
島
）
「

冷
泉
抄
」
は
二

条
后
と
す

る
。
こ
の
段

に
つ

い
て
、
「
冷

泉
抄
」
は
「
女

身
に
か

さ

コ

ーつ

い
で

き
に

け
り
と

い
ふ
は

、
男
ひ
と

り
ふ
た
り

出
き
た

る
を

い
ふ

心
な
り

。
か
さ
と
云

は
、

男
也
。
」

と
二

条
后
に
清
和
天

皇

と
業
平
以
外

に
男

が
い
た

と
す

る
記
事

を
の
せ

る
。
そ
し
て
こ

の
男
と
は
、
「
此
は
二

条
の
后

の
未

内
裏
に

も
お
は
し
ま

さ
ゞ
り
し
と
き

、

妻
に
せ

ん
と
て

、
近
衛

院
左
大

将
源
当

純
、
和

泉
大
将

藤
原
定
国

、
二
人

、
彼
人
を
妻

に
せ

ん
と
て
互

に
論
じ
給

け
れ

ば
、
」
と
源

当
純

・
藤
原
定

国
の
二
人
で

あ
る
と
す

る
。
「
知
顕
集

（
書
）
」
は
「
か

さ
」
を
「
水
虫
と

い
ふ
や
う
な

る
も
の
、
身
に

い
く

ら
も

い
で
く

る
を
、

か

さ
も
と

は
い
ふ
也
」
と

し
、
男
と

は
し
て

い
な

い
。
「
天

の
逆
手
」

に
つ

い
て

は
「
知
顕
集

（
書
）
」

で
は
「
ま
こ

と
に
か
く

の
ろ
ふ
事

は
な
け

れ
ど

も
、
せ
ち

に
な

げ
き

ゐ
た
る
心

を
か
く

か
き
た

る
也

。」

と
す

る
。
「

冷
泉
抄
」

は
、
「
是
、
り
う

神
に
う

つ
た
う

る
也
。
是

は
か
な
ら

ず
の
ろ
ひ
奉

る
に
は
非

ず
。
唯
ね
た
き

事
を

い
は
ん
が
為
也

。
二

に
は
、
陰

陽
家
に
天

逆
手

と

い
ふ
事

有
。
此
は

陰
陽
道

の
呪

咀
の
法
也

。
」
と

、
「
ね

た
き
事
」
と

す
る
説
と

、
「
呪

咀
」

と
す

る
説
と
両
説
載
せ

る
。
こ

の
段

の
解
釈
で

は
、
「
冷
泉
抄
」

が
二

条
后

を

源
当

純
・
藤

原
定
国

が
妻
と

し
よ
う

と
し

た
と
す

る
説
を
載
せ

る
こ
と

、
「
天

の
逆
手
」

は
必

ず
し

も
相
手

を
呪
う
こ

と
で

は
な
く
、

嫉

妬
の
心

を
言
う
と
す

る
説

が
載

る
こ

と
が
特
徴
と

言
え

る
。

こ

れ
ら
私
的

な
場

の
章
段

は
、
「
冷

泉
抄
」
「
知
顕
集
」
で

は
す

べ
て

が
っ
て
の
妻

が
清
和
天
皇

の
后
に
な

っ
た
、
も
し

く
は
な

る
運

命

に
あ

る
と
い
う
状
況

で
の
、

高
貴
な
「
天
皇

の
妻
」
へ

の
か
な
わ
な

い
恋
と
し
て
解
釈

さ
れ

る
と

い
う
共
通
点

が
あ

る
。

②

の
男
が
ひ
そ

か
に
女

の
も
と
に
通
う
と

す
る
二
章
段

の
内
、
五
段

は
男

が
東

の
五
条
の
女

に
通
っ
て

い
た
が
、
あ

る
じ
が
聞
き

つ
け

て
通

い
路
に
人
を

置
い
て
守

ら
せ

た
。
男

が
歌
を
詠
み

、
あ
る
じ

が
そ
れ
に
感
動
し

て
通
う

の
を
許
し
た
と

い
う
内
容
で

あ
る

。
こ

の
章

段

は
、
伊
勢
物

語
本
文
に
男

が
二

条
后

の
も
と
に
通

っ
た
と
書
か

れ
て
い
る

。
「
知
顕
集

（
書
）
」

は
「
あ

る
じ
ゆ

る
し
て

け
り
と

は
、
か

の
国
経

・
と
う

つ
ね
の
心

あ

る
人
に
て

、
た

が
ひ

の
心

の
う
ち
を

思
し
り
て

、
時

く

し
ら

ぬ
さ
ま
に
て

、
か
よ

は
せ
け

る
也
。
」

と
、

こ

の
業
平

の
通
う
の
を
許
し

た
人
を
国

経
・
と
う
経
と

す
る

。
「
冷
泉
抄
」

は
、
こ

の
あ
る
じ

が
許
し

た
こ
と
を

、
「
古

今
序
に

、
め
に
見



へ
ぬ
鬼
神
を

も
や
は
ら

げ
、
も
の

ヽ
ふ

の
心
を
も

な
ぐ
さ
む

る
と

有
。
も
の

ゝ
ふ
の

ゆ
る
し

て
あ
は
せ

け
れ
ば
、
武
士

の
心

の
や
は
ら
ぐ

一7
4
　と

い
う
証
1
3
　
欺
。
」
と

す

る
。
一
五

段
は
男

が
陸
奥
で
な
に
ど

い
う
こ
と

も
な

い
人

の
妻
に
通
う
内

容
で
あ

る
。
「
知

顕
集

（
書
・
書
六
）
」

-

は
こ
の
章
段
を
「
つ
く
り
事
」
と
し
、
歌
は
染
殿
后
に
奉
っ
た
も
の
と
す
る
。
（
島
）
は
こ
の
段
を
欠
く
。「
冷
泉
抄
」
は
「
み
ち
の
国
に

て
な
で
う
こ
と
な
き
人
の
め
に
と
は
、
長
良
陸
奥
守
に
て
大
原
に
住
し
時
の
事
也
。
上
に
同
じ
。
な
で
う
こ
と
な
し
と
は
、
清
和
の
后
な

れ
ど

も
、
業
平

が
通
ふ

を
知
ら

ね
ば
、
何

と

い
ふ

事

も
な
し
と

い
ふ
也

。
二

条
の
后

の
事
也

。
（
中

略
）

さ
が
な
き
と

い
ふ

は
、
か

ゝ
る

后

の
身

に
て
有

を
お

か
せ

ば
、

ふ
る
ま
ひ

な
き

事
を
見

て
末

も
た
の
ま

れ
ず
と
也

。
后
を
犯
せ

ば
、

さ
が
な
し

と
云
。
」

と
述

べ
る
。
こ

の
業
平

が
二

条
后
に
通
う

章
段
は
、
業
平

が
、
二

条
后
が
后
と

な
っ
た
後

、
も
し
く
は

そ
れ
が
決
ま

っ
て
い

る
時
に
通
っ
た
形

と
な
っ
て

し
る③

の
女

が
男

の
不
実

を
な
じ

る
内

容
に
属

す
る
章
段

は
四
七

段
で
あ

る
。
「

知
顕
集

（
書
・
島
）
」

は
こ

の
段

を
欠
く

。
（
島
）

は
こ

の

女

性
を

染
殿
后

と
す

る
。
「

冷
泉
抄
」

は
「

ね
ん
比

に

い
か

で
と
思
女

と
は
、
二

条
后

の
事
也

。
こ

れ
は
業
平

を
あ

だ
成
と

思
ふ
と

は
、

一
方

な
ら

ぬ
を
う
ら

む
る
心

也
。
（
中
略
）

大
ぬ

さ
と
は

〈
脱
落
〉
木

に
は

さ
み
て
の

あ
ま
た

あ
れ
ば
、
引

て
あ
ま

た
と

い
ふ
な
り

。
其

や
う
に

つ
ま
あ
ま
た
有

と
い
ふ
也

。
」
と

、
二

条
后

が
、
清
和
天

皇
に
入
内
し
た

後
、
業
平

に
妻

が
多

く
い
る
こ
と

を
な
じ
っ

た
と
す

る
。

④

の
、
男
が
女
に
冷

た
く
す

る
内

容
に
属
す

る
章
段
を
吟

味
す

る
。
一
三

段
は
、

男
が
東
国

か
ら
都
の
女

へ
、
「
聞

ゆ
れ

ば
恥

づ
か
し

、

聞
え
ね

ば
苦
し
」
と

書
い
て
手

紙
を
送
る

も
の
で
あ
る

。
こ

れ
は
、
本
文

の
意
か
ら

言
え

ば
、
武

蔵
で
愛
人

が
出
来
た
こ

と
を
知
ら
せ

る

手
紙
と

言
っ
て
よ

い
。
「
知

顕
集

（
書
）
」
は

相
手

の
女
性

を
「
た
か
き
后

」
と
し
て

名
を
記

さ
な
い
。
（
書
六
）

は
二

条
后
、
（
島
）

は
こ

の
段

を
欠

く
。
（
書
六
）

と

（
書
）

の
両
方

に
女

性
名

が
記

述

さ
れ
て

い
る
場
合
、

そ
の
女
性

名
は
全
て

一
致
す

る
。
こ

の
こ

と

か
ら
、

こ

の
（
書
）

の
「
た

か
き
后
」

は
二

条
后
を

指
す
と

考
え
ら

れ

る
。
「
冷

泉
抄
」

は
四
条
后

と
す

る
。
「
知

顕
集

（
書
）
」

は
「
こ

れ
は
ま

こ
と

の
む
さ
し
よ
り

や
り
た

る
ふ
み
に

は
あ
ら
ず
。

つ
の
く
に
長
岡

よ
り

や
り
た

る
ふ
み
な

れ
ど
、
な

が
さ
れ
た

心
身
な
れ
ば
、

む
さ
し
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の
国

よ
り

や
る
と

い
ふ
に

つ
き

て
、
む

さ
し

よ
り
の
ふ

み
と
お
ち

ヽ
ら
ん
に
は
、
人

み
よ
と
思

ひ
て
、
か
く

か
け
り

。
そ
こ

に
は
ふ

か
く

し

の
ぶ
文
と

い
ふ
心
に
む

さ
し

あ
ぶ
み
と

か
け
り

。」

と
、
こ
め

文
を
愛
人

が
で
き

た
と

す
る
手
紙
と

と
ら
ず
、
二

条
后
を
恋
う

、
「
忍
ぶ

文
」
、
と
解
し
て

い
る
。

一
四
段
は
男

が
陸
奥
国

の
女

性
に
通

い
、
男
が
女
に

あ
い
そ
を

つ
か
し

て
「
あ

ね
は
の
松
」

の
歌
を
送

っ
て
京
に
去

る
も
の
で
あ

る
。

「
知

顕
集
（
書
）
」
は
「
ぬ
し
な
し
」
、
（
書

六
）
は
「
つ
く
り
事
」
、
（
島
）
は
こ
の
段

を
欠
く

。「
冷

泉
抄
」
は
二

条
后
と
し

、
長
良

が
「
長

良

中
納
言
み
ち

の
く
国
々

の
司

な
り
し
時

、
大
原
内
栗

原
郷
あ
ね

わ
の
谷

と

い
ふ
所

を
住
み

給
ひ
し
か

ば
」

と

い
う

時
の
こ
と
で

、
業
平

が
陸
奥

へ
行
っ

だ
の
で

は
な

い
と
す

る
。
ま
た
、
「
冷

泉
抄
」

は
「
お

も
ひ

け
ら
し

と

ぞ
い
ひ

お
り
け

る
と
は
、

后
の
、
業

平
は

わ
れ
を

思
ひ

け
り
と
云

を
い
ふ
也

。
」
と

、
業

平
が
二
条

后
を
捨
て
て

去
っ
た
と

は
し

て

い
な

い
。

二

七
段
は

、
男
が
女
の

も
と
へ
「

夜
行
き

、
そ

の
後
行
か
な
く

な
っ
た
。
女

が
男
の
姿
を
見

て
歌
を
詠

み
、
男

が
返
歌
を
す

る
と
い
う

内

容
で
あ

る
。「
知

顕
集
（
書

・
書
六
・
島
）
」
は
五

条
后
、
「
冷
泉
抄
」
は
二

条
后
と

す
る
。
こ

の
男
の
歌
に

つ
い
て
「

冷
泉
抄
」
は

、「
文

意

は
、
か
へ

る
は
か
な
ら

ず
お
か
へ

る
の
水
口
に
て

鳴
を
聞
て
、

め
か
へ

る
諸
共

に
な
く

、
さ
れ
ば
業
平

我
夫
か

わ
づ
の
水
口

に
な
け
ば

こ

そ
、
后
の
め

か
へ
る
も
も

ろ
と
も
に
な
け

と
よ
め
り

。
」
と

い
う
形

で
、
業
平

が
二

条
后
に
、
業
平

を
恋
う
よ
う

に
言
っ

た
手

紙
と
す

る
。

一
一
五
段

は
、
陸
奥
国
で

男
女

が
住

ん
で

い
た

が
、
男
が
都

へ
行

く
の
で

、
女

が
都
島

ま
で
送
り
、
男

に
酒
を
飲

ま
せ
て
歌

を
送
る
ど

い
う
内

容
で

あ

る
。「
知
顕
集
（
書

・
島
）
」
は
小
町
、
（
書
六
）
は
「

つ
く
り

事
、
歌
は
小
町
」
と
す

る
。「
冷
泉
抄
」
は
、「
み
ち

の
く
に

ゝ

て
と
は
、
長

良
公

の
み
ち

の
く
の
か
み

に
て
御
座
し

時
、
大
原

に
家

造
り
て

住
給
け

る
を

い
ふ
也

。
此
家

お

や
の
も
と
な

れ
ば
二

条
后
ま

し
く

け

れ
ば
業
平
又
忍

て
通
ふ
を

い
ふ
也
」
と
、
陸
奥
で

の
出
来
事
で

は
な
く
、
大
原
に
二

条
后
が
住

ん
で
い
た
時

の
出
来
事
と

す
る
。

そ
し
て
「
を
き
の
ゐ
て
み
や
こ
島
と
は
、
大
原
に
陰
木
の
森
と
い
ふ
も
り
有
。
其
中
に
都
じ
ま
と
い
ふ
石
あ
り
。」
と
「
都
島
」
も
大
原

に
あ
る
と
す
る
。
ま
た
「
陸
奥
国
に
を
き
の
ゐ
て
身
を
や
く
よ
り
も
か
な
し
き
と
は
、
お
き
を
身
に
置
て
や
く
よ
り
も
か
な
し
き
也
と
い
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ふ
な
り
。
都
島

べ
の
わ
か

れ
と

は
、
都
島
の
許

ま
で
后

の
を

く
り
給
け

る
也

。
」
と

、
二

条
后
が
京
に

行
く
業
平
を

大
原
で

送
っ
た
と
す

る
。

一
一
八
段

は
男
が
し

ば
ら
く
音
信
不

通
に
し
て

い
て

、
そ

の
後
女

性
に
「

そ
ち
ら
に
参
り

ま
し
ょ
う
」

と
言
っ

た
所
、
女

が
恨

み

ご
と

の
歌
を

詠
む
と

い
う
内

容
で
あ

る
。
「
知
顕

集

（
書

・
島
）
」

は
こ

の
段
を

欠
く
。
（
書
六
）

は
五
条

后
と
す

る
。
冷
泉

抄
は
「
男

久
し
く

音
も
せ
で
と

は
、
二
条
后

の
方
に
久
し

く
音
信
も
申

さ
ず
し
て

後
、
参
ら

ん
と

申
た
り
け

れ
ば
后

の
よ

み
給
也

。
毎
に
、
玉

づ
ら
は
ふ
木

あ
ま
た
に

成
ぬ
れ

ば
と

は
、
通
ふ
女

あ
れ

ば
、
我
に
は
た

へ
ず
と
へ
ど

も
、
う
れ
し
く

も
な
し
と

よ
み
給
也

。
」
と
二

条
后
と
し

、「

或
本
」

と
し
て
染
殿
后

を
挙
げ

る
。

一
一
九

段
は
、
む
か
し

、
女
が
、
浮
気

な
男
が
形
見

と
し
て
置

い
て
い
っ

た
品

物
を
見
て

嘆
き
の
歌
を

詠
む
と

い
う
内

容
で
あ

る
。「
知

顕
集

（
書

ヾ
書
六
・
島
）
」

は
こ

の
段
を
欠

く
。
「
冷
泉
抄
」

は
こ

の
女
性
を
二

条
后
と
し

、
「
或

本
」
と
し
て

染
殿
内
侍

と
す

る
。
「
冷
泉

抄
」
は

「
女

の
、
あ

た
な
る
男

の
か
た
み
と

い
ふ

は
、
男
と

は
業
平
。
一
方

な
ら
ず
通

あ
り

き
け

る
に
、
二
条
后

の
御
か
た

に
形

見
に
御

覧

ぜ
よ
と
て

筝
の
爪

を
奉
り

た
り
け

る
を
、

后
、
業
平

の
方

へ
返
し
給
ふ

と
て
読

給
ふ
1
3
　
也

。
」
と

す

る
。
そ
し
て

「
形

見
こ

そ
今
は

あ

た
な

れ
と

は
、
あ

た
は
て

き
な
り

。
此
か
た
み
だ

に
な
く

ば
わ
す
る

べ
き

を
わ
す

れ
ぬ
ね
た
さ
に

、
嬉
し
か
り

つ
る
形
見
を

今
は
あ

た
と

思
ふ

也
。
今

は
あ

た
な
れ
と

は
、
は

か
な
き

よ
し
に

よ
み
な
す

人
あ

れ
ど
、
毎

の
心
は
か

な
は
ね

ば
よ
し
な
し

。
」

と
、
業
平

の
死
後

の

形
見
と

は
し
て

い
な
い
。

こ

れ
ら

の
、
本
文
で

は
男

が
女
に

冷
淡
に

す
る
章
段

に

つ
い
て
、
「
知
顕
集
」

が
二

条
后
の
こ
と

と
し
て

い

る
章

段
は
一
三

段
の
み

で

あ

る
。
「
冷
泉
抄
」

で
は
こ

れ
ら

の
章
段

を
二
条

后
の
こ
と

と
し
て

い
る

が
、

必
ず
し

も
業
平

が
二

条
后

に
冷
淡

に
し
た
と
と

っ
て

い
な

い
の
が
特
徴
で
あ

る
。
た
と
え

ば
一
一
五
段

の
男

が
陸
奥

を
去
っ
て

都
へ
行
く
章
段
で

も
二
条
后

の
居

る
場

所
は
陸
奥
で

は
な
く
大
原

と

し
て

お
り
、
業
平

が
二

条
后

の
も
と
へ
通
う
こ

と
の
出

来
る
距
離
で

あ
器
。

⑤

の
相
思
相

愛
の
仲
に

な
る
も
の

の
内

、
五
三
段

は
男

が
「
逢
ひ

が
た
き
女
」
に

逢
っ
て
、
翌

朝
歌
を
詠

む
内

容
で
あ

る
。「
知
顕
集
（
書
）
」
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は
こ

の
段
を

欠
く

。
（
書

六
・
島
）

は
斉

宮
と
す

る
。
「

冷
泉
抄
」

は
、
「
逢

が
た
き
女
と

は
、
二

条
后
の
内

裏
に
の
み

あ
り
て

あ
ひ

が
た

き
を

い
ふ
也

。
或

本
に
云
、
ま

さ
ず
み
の
大

将
の
い
も
う

と
、
大
裏
に
有

て
、
逢

が
た
か
り
し
に

、
を
の

ず
か
ら
会
鳥
の

鳴
け
れ

ば
よ

む

也

。
」
と

、
二

条
后

が
内

裏
に
い
た

時
の
こ

と
と
し

、
「
或

本
」

と
し
て
「

ま
さ
ず
み

大
将
妹
」

を
挙
げ
て

い
る
。
　
　
　
　
　

〈

八

六
段

は
、
若

い
男
女

が
互

い
に

好
意
を

寄
せ

な
が
ら
互

い
の
親

に
遠
慮
し
て

結
婚
し

な
か
っ

た
。
後
、
（
別
々

の
人
と

結
婚
し
て

い

た

が
）

同

じ
所
へ
宮

仕
え

を
し
た

、
と
い
う

内
容
で

あ

る
。
「
知

顕
集

（
書
・
島
）
」
は
こ

の
段
を

欠
く
。
（
書
六
）

は
「
お

や
あ
り
て

い

ひ

さ
す
女
　

二

条
の
后
也
」
と
二

条
后
と
し

、
「

冷
泉
抄
」

は
有
常
娘
と
す

る
。

九
五
段

は
、
二

条
后
に
仕
え

る
男
が
同

じ
后
に

仕
え

る
女

に
求
婚

し
、
「
も
の

ご
し
」
に

逢
っ
た

が
、
男

が
詠

ん
だ
歌

に
め
で
て

、
女

が
逢
う
と

い
う
内

容
で

あ
る
。
「
知
顕

巣

（
書

・
島
）
」

は
こ

の
段
を

欠
く

。
（
書
六
）

は
「

物
ご
し
に

あ
ふ
女
　

二

条
の
き

さ
き
也
」

と

二

条
后
と
す

る
。
「

冷
泉
抄
」
は
伊

勢
と
す

る
。

一
一
〇
段

は
、
男

が
ひ

そ
か
に
通
う
女

か
ら
、
今

宵
夢
に
男
を
見

た
と
言
っ
て

き
た
の
で

、
男

が
歌
を

詠
ん
で

送
る
と
い
う
内

容
で
あ

る
。
「

知
顕
集

（
書
・
島
）
」

は
こ
の
段

を
欠
く

。
（
書
六
）

は
こ

の
女
性

を
業
平
妹
と

す
る
。
「
冷
泉
抄
」

は
「
み
そ

か
に
通
ふ
女

あ
り
と

は
、
二
条
后
也
。
1
3
　
心
は
、
思
あ
ま
り
出
に
し
王
の
あ
る
な
ら
ん
と
は
、
我
お
も
ふ
心
の
ふ
か
け
れ
ば
、
其
魂
の
出
て
行
に
て
ぞ
あ
る
ら

ん
。
も
し
夜
深
く
見
へ
ば
王
祭
せ
よ
、
と
よ
め
る
な
り
。」
と
、
二
条
后
の
こ
と
と
す
る
。
本
文
で
男
女
が
相
思
相
愛
に
な
っ
た
と
す
る

章
段
で
、「
知
顕
集
」
ま
た
は
「
冷
泉
抄
」
が
二
条
后
の
こ
と
と
し
て
い
る
章
段
は
、
「
知
顕
集
」
「
冷
泉
抄
」
と
も
二
条
后
が
清
和
天
皇

の
后
と
な
っ
た
後
の
、
業
平
に
と
っ
て
通
い
難
く
な
っ
た
時
の
出
来
事
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。



78  -
-

Ui

1111111

「

知

顕

集

」

に

お

け

る
二

条

后

像

は

、

業

平

に

と

っ

て

が

っ

て

の

妻

で

あ

り

、

清

和

天

皇

の

后

と

な

っ

て

か

ら

も

あ

こ

が

れ

の
対

象

で

あ

り

、

盗

み

出

し

た

こ

と

も

、

そ

れ

に

よ

っ

て

罰

せ

ら

れ

幽

閉

さ

れ

た

こ

と

も

あ

っ

た

。
「

冷

泉

抄

」

に

は

、

そ

れ

に

加

え

、

二

条

后

と

業
平

と

の

子

が

陽

成

天

皇

で

あ

る

こ

と

、

清

和

天

皇

の

退

位

後

業

平

と
二

条

后

が

と

も

に

暮

ら

し

た

こ

と

が

加

わ

る

。

「

伊

勢

物

語

難

義

注

」

は

、
「

さ
ひ

後

の

時

の
事

」

と

し

て

、

な

り

ひ

ら

は

、

八

十

よ

に

て

、

ぐ

わ

ん

ぎ

や
う

二

年

の

と

し

、

は

か

な

く

を

は

り

し

に

、

こ

の
歌

を

よ

み

て

、
二

条

の

き

さ

き

の

み

す

に

い

れ

よ

と

い
ひ

け

れ

ば

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

j

つ

ひ

に

ゆ
く

道

と

は

か

ね

て

き

き

し

か

ど

き

の

ふ

け

ふ

と

は

お

も

は

ざ

り

し

を

か

く

か

き

た

る
を

き

さ

い

の
御

み

す

に

人

け

れ

ば

、

あ

は

れ

と

お

ぼ
し

め

し

て

、

御

と

ぶ

ら

い

あ

り

け

り

。
二

条

后

の
御

事

也

。

と

、

伊

勢

物

語

本

文

コ

】
五

段

の

、

業

平

の

辞

世

を

二

条

后

に

送

ら

れ

た

も

の

と

し

て

い

る

。
「
定

家

流

」

で

は

「
二

条

后

日

ヲ

ヘ

タ

テ

ス

御

訪

ア

リ

ケ

ル

カ
其

五

月

廿

八

日

サ

ハ

ル

事

ア

リ

テ

問

ハ

セ

給

ハ

ス

シ

テ
」

業

平

に

歌

を

送

り

、

業
平

は

死

の

直

前

そ

の
返

事

と

し

て

こ

の

一
二

五

段

の
歌

を
二

条

后

に

送

っ

た

と

す

る

。

こ

の
二

つ

の

古

注

釈

で

は

、

二

条

后

は

業

平

と

、

業

平

の

最

期

の

時

ま

で

関

係

が

絶

え

な

か

っ

た

と

し

て

い

る

。

ま

た

「

伊

勢

源

氏

十

二

番

女

合

（
以

下

、
「

女

合
」
）
」

は

、
二

番

に

二

条

后

を

薄

雲

女

院

と

番

え

て

い

る

。

こ

の

薄

雲

女

院

は

、

桐

壷

帝

の

女

御

で

光

源

氏

の
子

を

産

ん

だ

藤

壷

で

あ

る

。
「

女

合

」

は

こ

の
番

を

持

と

し

て

い

る

が
、

そ

れ

は

「

此

つ

が
ひ

は

い

づ

れ

も

や

む

ご
と

な

き

す

ぢ

な

が

ら

、

い

さ

ゝ
か

の

く

ま

も

ま

じ

ち

ひ

給

う

へ

、

そ

の

し

な

ぐ

も

お

な

じ

風

情

に

侍

め

れ
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ば
、
よ
き
持
に
て
お
は
し
な
む
か
し
。」
と
、
両
者
と
も
に
「
く
ま
」
が
あ
り
、
そ
れ
も
同
様
の
種
類
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
く
ま
」
は
天
皇
の
妻
で
あ
り
な
が
ら
二
条
后
に
は
業
平
が
、
藤
壷
に
は
源
氏
が
通
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
前
述
の

通
り
「
冷
泉
抄
」「
定
家
流
」
に
見
ら
れ
る
陽
成
天
皇
が
業
平
の
子
で
あ
る
と
い
う
説
を
「
女
合
」
の
著
者
が
踏
ま
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、

両
方
と
も
天
皇
の
妻
で
あ
り
な
が
ら
（
業
平
、
源
氏
と
も
天
皇
家
と
血
筋
は
近
い
も
の
の
）
臣
下
に
あ
た
る
人
物
と
密
通
し
、
そ
の
子
が

天
皇
と
な
っ
た
こ
と
も
含
め
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

古
作
『
雲
林
院
』
の
作
者
は
、
上

記
の
よ
う
な
二
条
后
像
か
ら
、
業
平
に
盗
ま
れ
る
章
段
を
三
つ
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
貴
な
育

ち
で
、
天
皇
の
妻
で
あ
り
、
業
平
に
盗
ま
れ
る
程
慕
わ
れ
た
女
性
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
清
和
天
皇
退
位
後
業
平
と
と
も
に
暮
ら
し
た
こ

と
を
選
び
だ
し
て
二
条
后
を
造
形
し
た
。
『
雲
林
院
』
の
二
条
后
像
は
、
古
注
釈
の
二
条
后
像
の
も
つ
清
和
天
皇
・
業
平
以
外
に
も
他
に

通
う
男
が
い
た
女
性
で
あ
る
こ
と
、
業
平
と
の
間
に
子
供
が
い
た
こ
と
、
業
平
に
冷
淡
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
除
か
れ
て
い

る
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
が
除
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
貴
な
、
物
事
に
対
し
て
受
身
な
女
性
で
あ
る
よ
う
美
化
し
て
描
か
れ
て
い

る
と
言
え
る
。
　
　
　
　
　
　
上

以
上
の
典
拠
・
二
条
后
像
の
造
形
か
ら
見
る
と
、
古
作
『
雲
林
院
』
の
後
場
は
世
阿
弥
作
の
『
井
筒
』
と
き
わ
め
て
共
通
点
が
多
い
。

一
点
目
に
は
典
拠
が
挙
げ
ら
れ
る「

古
作
『
雲
林
院
』
は
二
条
后
と
業
平
の
、
『
井
筒
』
は
有
常
娘
と
業
平
の
恋
を
扱
っ
た
曲
で
あ
る
が
、

ど
ち
ら
も
引
用
し
た
章
段
を
業
平
と
そ
1
　　
性
の
こ
と
と
す
る
か
否
か
の
吟
味
で
は
「
冷
泉
抄
」
と
一
致
し
、「
知
顕
集
」
と
は
一
致
し

な
い
。
し

か
し

な
が
ら
、

ど
ち
ら
の
曲

も
「
知
顕
集
」

を
典
拠
と
し

た
と
考
え
ら

れ
る
語
句

を
持
つ
。

二

点
目

に
、
人
物
の

造
形

が
挙
げ
ら

れ
る
。
古
注
釈

と
古
作

『
雲

林
院
』

に

お
け
る
二
条
后

像
の
差
異

は
前
述

の
通
り

で
あ

る
。
有
常

娘
は
、
「
知
顕
集
」
「
冷
泉
抄
」

な
ど

の
古

注
釈
で

は
、
「

初
冠

（
一
段
）
」
「
筒
井
筒

（
二

三
段
）
」
の
章
段

に
名
前

が
あ
て
ら

れ
る
「
業
平

の
幼

な
じ
み
」
と

し
て

の
面
、
男

の
帰
り

を
待

つ
「
待

つ
女

（
一

七
段
・
二

四
段
）
」

の
面

と
同

時
に
、
「
な
ま
色
好

む
女

（
一
段
）
」
と

I r I － － － ・ ・ . ? ¶ - 「
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い
う
面

も
持
つ
女

性
と
さ

れ
て

い
る
。
ま
た
、「

知
顕
集
ト
で

は
業
平

の
妻
の
第

一
に
あ

げ
ら
れ
、
業
平

の
「
正

妻
」
と
さ

れ
て

い
る
。
『
井

筒
』
で

は
、
こ

の
う
ち

「
幼

な
じ
み
」
「
待

つ
女
」

の
面

の

み
を
取
り

上

げ
て
描
き

、
「

な
ま
色
好

み
」
「
正

妻
」

の
面

を
取
り

上
げ

ず
、

結
果

的
に
古

注
釈

に
お
け

る
有
常

娘
像
よ
り

も
美
化

し
て
描

い
て

い
る
。
古
作

『
雲
林
院
』
『
井

筒
』

と

も
に
二
条

后
・
有

常
娘
に
「
色

好
み
」

の
傾
向

が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
は
除

い
て

そ
れ

ぞ
れ
の
人
物
を

造
形

し
て

い
る
の
で
あ

る
。

こ

の

『
雲

林
院
』

の
世
阿

弥
自
筆

能
本
の

奥
書

が
応
永
三
竺

（
一
四
二

六
）
年

一
一
月
で

あ

る
こ

と
は
、
『
井

筒
』

の
成

立
し
た
と

考

え

ら
れ

る
年
と
近

い
と

い
う

点
で

注
目

さ
れ

る
。
『
井

筒
』

は
応

永

ご
う

（
一
四
二
三
）

年
の

『
三

道
』

の
名
曲

の
名
寄
に
見
え

な

い
こ

と

か
ら
そ

れ
以

後
の
作

と
考
え

ら
れ
、
永

享
二

（
一
四
三
〇
）
年

の
『
申
楽

談
儀
』
に
は
「
上
花
」
の
能
と

し
て
記
載

さ
れ
て
い

る
。
『
井

筒
』

は
こ

の
前

後
七
年
の

間
に
成

立
し

た
と
考
え

ら
れ

る
が
、
『
雲
林
院
』

の
世
阿

弥
自
筆
能

本
は
ち

ょ
う
ど
こ

の
間
に

書
か
れ
て

い
る

の
で
あ

る
。
世
阿

弥
は
こ

の
七
年

間
に
伊

勢
物
語

の
古
注
釈

を
題
材
と

し
た
二

曲
に
か

か
わ
っ
て

い
た
と

言
え

る
。
『
申
楽

談
儀
』

の
金

剛

上
演
の
記

事
か
ら
、
古
作

『
雲
林
院
』

の
後
場
を

す

べ
て
世
阿

弥
の
創
作
と

は
考
え

難

い
。
し
か
し

、
前
述
の
通
り

古
作

『
雲

林
院
』

と

『
井
筒
』

は
、
「

冷
泉
抄
」
「
知
顕
集
」

と
い
う
典

拠
の
面
に

お
い

て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
曲

に
お
け

る
二

条
后
・
有

常
娘
の
造
形

の
仕
方

に
お

い
て

も
共
通
し
て

い
る
部
分
は
多

い
の
で
あ

る
。『
井
筒
』
に

お
け
る
伊
勢
物

語
古
注
釈

か
ら
の
有
常

娘
像
の
造
形

は
、
こ

の
古
作
『
雲

林
院
』

に

お
け
る
二
条
后

像
の
造
形

か
ら
着
想
を
得

た
の
か

も
知

れ
な
い

。

ら
1

心

ら
2

心

ら
3

心

ら
4

心

注『
謡
曲
集
　

上
』
～

横
道
萬
里
雄
　

表
章
校
注
　

日
本
古
典
文
学
大
系
　

岩
波
書
店
　

昭
和
三
五
年

コ

ー月
発
行
　
　
　
　
　
　

上

同
注
I
　
P

一
四
七

『
謡
曲
「
雲
林
院
」

考
―
改
作
を
め
ぐ
る
詞
章

の
変
遷
と
主
題
の
転
化
－

』
　

伊
藤
正
義
　

「
文
林
」
　

第
一
号
　

昭
和
四
一
年

コ

ー月

同
注
I
　
P

一
四
七
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ら
5

心

ら
6

心

ら
7

心

八
8

心

へ
9

心

八
10

心

ら
11

心

ら
12

心

ら
13

心

八
14

心

ら
15

心

ら
16

心

八
17

心

ら
18

心

ら
19

心

心
20

心

『
世
阿
弥
　
禅
竹
』
　

表
章
　

加
藤
周
一
　

日
本
思
想
大
系
2
4
　岩
波
書
店
　
昭
和
四
九
年
四
月
発
行

「
和
歌
知
顕
集
（
書
陵
部
本
　
巻
ニ

ー
五
）」
『
伊

勢
物
語
の
研
究
〔
資
料

篇
〕
』
　

片
桐
洋
一
　

昭
和
四
四
年
一
月
発
行
　
明
治
書
院
　
P

一
二

五
－

一
八
六

「
和
歌
知
顕
集

（
書
陵
部
本
　
巻
六
）
」
　

同
注
6
　
P

一
八
六
－

一
八
九

「
和
歌
知
顕
集

（
島
原
文
庫
本
　

巻
中
・
下
）
」
　
同
注
6
　
P

二
一
八
上

天

六

「
伊
勢
物
語
抄
（
冷
泉
家
流
）
十
　

同
注
6
　
P

二
九
三
－

三
九
九

「
定
家
流
伊
勢
物
語
註
」
　
長
尾
一
雄
　
「
国
文
学
論
叢
第
三
輯
　
平
安
文
学
　
研
究
と
資
料
」
　
至
文
堂
　

昭
和
三
四
年
一
一
月
発
行

「
彰
考
館

本
伊
勢
物
語
抄
」
　

同
注
6
　
P

四
〇
三
－

四
三
九

『
大
鏡
』
　

松
村
博
司
校
注
　
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店
　
昭
和
三

五
年
九
月
発
行
　
P

四
二
－

四
四

『
古
今
和

歌
集
』
巻
一
五
　

恋
歌
五

八
〇
七
番
　

小
島
憲
之
　

新
井
栄
蔵
校
注
　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店
　
平
成
元
年
二
月
発
行

P
二
四
三

同
注
1
　

補
注
八
五
　
P

四
三
八

同
注
1
　

補
注
八
七
　
P

四
三
八
－

四
三

九
　
　
〈

同
注
I
　
P

一
五
二
　

頭
注
六

「
伊
勢
源
氏
十
二
1　
女
合
」
　
同
注
6
　
P

七
五
－

七
六

「
伊
勢
物
語
古
注
釈
と

『
井
筒
』
－

有
常
娘
像
の
変
貌
」
　

拙
稿
　

椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
　

第
二
三
号
　

第
二
部
　
平
成
四
年
二
月
発
行

予
定［

日
本
古
典
文
学
大
辞
典
　

第
一
巻
］
　

岩
波
書
店
　

昭
和
五
八
年
一
〇
月
発
行
　

『
井
筒
』

の
項
　

田
中
允
　
P

一
九
〇

同
注
5
　
P

二
八
六


